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は じめに
周知 のよ うに半導体産業 は1948年 の米 ベル研究 所 による トラ ンジスタの発
明を以て嗜矢 とされている。そのため もあ って以後,米 国 の半導体産業 が59年
のTI(テ キサスインスッルメンツ)やFC(フ ェアチャイル ド)に よるIC(集 積回路)
開発 を経 て70年 代末 に至 るまで圧倒的 な技術的優位 と世界的な 市場支配 を維
持す ることに もな ったのであ る。
米国半導体産業 史を振 り返 って見 ると,第1期 は トラ ンジスタ時代であ った
が,そ の技術が単 に真空管 の代替機能 を持っ にす ぎなか ったので,電 子産業全
般へ のイ ンパ ク トはそれほど大 きくなか った。 というの も,ト ランジス タは真
空管 と同 じ機能 をよ り効果的 に果 たすが,装 着 された機器を根本的に変革す る
ものとはいえなか ったか らで ある。 しか も小型化 ・高品質 ・信頼性を重視す る
軍用研究開発計画 によ り製品設計 の方向が規定 され,政 府調達(軍 需 ・宇宙)に
よ り有利 な初期市場が提供 され るな ど政策的な影響 も極 めて濃厚 だ った。 もち
ろん,米 国 の半導 体産業 は政府調 達 に よる直接 的な刺激 を与 え られ る と同時
に,米 国市場 に特有 な要因 によ って も重大 な影響 を受 けたので ある。例 えば,
AT&TやIBMな ど巨大企業 の半導体 市場参入に対す る反 トラス ト規制,豊
富 なベ ンチ ャーキ ャ ピタルの存在,技 術者 の頻繁 な転 職yト ラ ンジス タやIC
技術 の寛大な公開 などの要因が旺盛 な新規参入や熾烈 な企業間競争 とい う特徴
を持っ独特な市場環境 を創 出 したのである。
第2期 はICの 誕生 によ り電気機械機能 の多 くが電子回路で代替可能 とな っ
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た 時 期 で あ る。 特 に コ ン ピュ ー タ産 業 がIC市 場 の成 長 を牽 引 す る原 動 力 と
な った。 とい うの も,IC設 計 技 術 の向 上 が基 本 ロ ジ ックICや コ ン ピュー タ ・
サ ブ シス テ ムの単一 チ ップ化 を 可能 に し,ICの 生 産増 加 と価格 低 下 を促 して,
メイ ンフ レー ムや ミニ コ ンの市 場 を急 成長 させ たか らで あ る。
第3期 はバ イ ポ ー ラICか らMOS(金 属酸化膜半導体)ICへ の転 換 とLSI(大
規模集積回路)やMPU(マ イクロプロセッサー)の 出現 に よ ってIC市 場 に大 きな
変 化 が 見 られ た 時期 で あ る。特 にLSIはIC製 品 の性 格 を根 本 的 に変 化 させ る
こ とにな った。 つ ま り,高 集 積 化 は以 前 に は電 子 シ ステ ムの基 本 的 な機能 と考
え られ て い た もの を チ ップに組 み込 め るよ うに した ので あ る。 その典 型 的 な例
が71年 に イ ンテル に よ って発 明 され たMPUで あ る。 とい うの も,MPUは コ
ス ト削 減 や性 能 向上 を 目的 と した代 替 用 途 を超 え る新 た な発展 段 階 を もた ら し
た か らだ。LSIはICメ モ リ,民 生 用 機 器,電 気 通 信機 マ イ コ ン(MPU)応 用
機 器 な どの新 しい 市場 を創 出す る と同 時 に,企 業 の新 規 参 入 を促 して 市場 競 争
を更 に激 化 させ たの で あ る。
この よ うに半導 体 産 業 は技術 進 歩 や市 場 動 向(需 要構造)の 変 化 とそ の背 景 に
あ る経 済 ・社 会構 造 に よ って大 き く左右 され なが ら発 展 して きた とい え よ う。
そ こで,本 稿 は国 際 的 な比較 を踏 まえ なが ら米 国半 導 体産 業 の発 展 過 程 を分 析
し,技 術 や需要 構 造 の変 化 が米 国 の半 導 体 産 業 や企 業 の盛 衰 に いか な る影響 を
及 ぼ して きたか を検 討 した い。
1国 際比較
米国 の電子産業 は第2次 大戦前 には英独 の企業 に対 して必ず しも技術的な優
位 を 占めて いた訳で はなか った。 欧州企業 は50年 代 まで電子産業 の最先端分
野 にお いて国際競争 力を維 持 して いたが,遅 くと も60年 代 半ば頃 までに は米
企業 に圧倒 され るよ うにな った。つま り,欧 州の半導体産業 は60年 代末 には大
き く後 退 し,70年 代 に入 ってか らも再生 の光明 さえ見 出 し得 なか った のであ
る。
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[1]ト ラ ンジ スタ時代
周 知 の如 く半 導体 産 業 は47年12月 に ベル研 究所 の トラ ンジ ス タ発 明 に よ っ
て誕 生 した。 む ろん,ト ラ ンジ ス タの発 明 まで は増 幅機 能 を持 っ三 極管 が主 に
ラジオ 向 け に大 量生 産 されて い たが,嵩 張 る上 に信 頼 性 も乏 し く電 力 を浪 費 し
たの で,そ の用 途 は ご く限 られ た もの だ った。 トラ ン ジス タは ベル研 で増 幅 メ
カ ニ ズ ムの研 究 に従事 して いた研 究 チ ー ムに よ って偶 然 に発 明 され た。米 国 の
半導 体 研 究 は戦 後,政 府 や大企 業 が レー ダー用 の ゲ ル マ ニ ウムや シ リコ ンを開
発 す る大 学 の研 究 プ ロジ ェ ク トに資 金援 助 を行 な った ことか ら大 いに促進 され
た。一 方,欧 州 の 半導 体 産 業 は政 府 の研 究 助 成 もな く,む しろ戦災 復 興 を緊急
の課題 と して いた。 しか し,戦 後 の電 子 技 術 が依 然 と して 欧州 企業 の得意 とす
る電 子管 技 術 に立 脚 して い た こと もあ って,英 仏 両国 は トラ ンジス タ研 究 で も
高 度 な水 準 を維 持 す る ことがで きた。 現 に フ ィ リップ ス社 はベ ル研 の発 表後 わ
ず か1週 間 で 実 用 可 能 な トラ ン ジ ス タを 試 作 す る こ とが で き た。 トム ソ ン ・
ヒュー ス トンやGECやSTL(ITT)も ほん の僅 か な遅 れで試 作 に成 功 して い る
(1}
の で あ る。
そん な訳 で,50年 代初 頭 まで,世 界 の半導 体 産 業 は技 術 と競 争 力 の両 面 にお
け る米 欧 の拮 抗 と 日本 の著 しい後進 性 とい う図 式 に よ って特徴 付 け られ て いた
と い って よ い。 そ して,50年 代 の トラ ンジス タ期 に は 日米 欧 の各 国 で,垂 直統
(2)
合型 電 子 管 メー カ ーが主 要 な半 導体 デバ イ スの生 産 者 とな った。 とい うの も,
電 子 管 メー カ ー はいず れ の国 で も半 導 体 産 業 にお け る技 術 的 な主導権 を握 って
いた か らで あ る。 この時 期 に は,米 企 業 は非 常 に革 新 的 だ ったが,欧 州企 業 も
技術 面 で は これ とほ とん ど遜 色 が なか った。 しか しなが ら,需 要 構造 や政 策 の
相 違 が50年 代 後 半 以 降 欧 米電 子産 業 の発 展 に大 きな影 を落 とす こ とに な っ
た。 欧 州 の半 導 体 産 業 は50年 代 末 にな って も民 生 用機 器 市 場 に基 盤 を置 く電
子管 メー カ ー によ って支 配 され て い た。 欧 州電 子 管 メ ー カー はゲ ル マ ニ ウ ムア
ロイ型 トラ ンジ ス タや シ リコ ン整 流器 を生 産 し,ポ ス トア ロイ拡散 型 トラ ンジ
ス タや メサ型 トラ ンジス タの開発 に も成 功 す るな ど技術 的 に も強力 だ った ので
あ る。一 方,米 国 の半 導 体産 業 は50年 代 後 半 に大 き く変 貌 を遂 げた。 とい うの
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は,軍 需 が政 府 調達 と コ ン ピュー タと い う2つ の新 しい半導 体 デ バ イ ス市場 を
作 り出 した か らで あ る。 これ らの市場 は トラ ンジス タへ の シ リコ ン利 用 や単 一
半導 体 デバ イ スに よ る回 路 組 立 な どの新 技 術 の導入 を促 し,TIの よ うな新 し
(3)
い半導 体 メ ーカ ー の市 場 参 入 を可 能 に した の で あ る。
と こ ろで,47年 に ベ ル研 で 発 明 さ れ た ゲ ル マ ニ ウ ム点 接 触 型 トラ ンジ ス タ
は,51年 か らウエ ス タ ンエ レク トリック(WE)社 か ら外販 され 始 めた。 だが,
点 接 触 型 は信 頼 性 に乏 し く製造 も困 難 で,高 周 波数 帯 域 に対 応 で きなか った。
もち ろん,点 接 触 型 に続 い て,単 結 晶成 長 法 や成 長接 合 型,ア ロ イ法 とア ロイ
接 合 型,射 出 エ ッチ ング法 と表面 絶 縁 型 な どの革 新 的技 術 が次 々 と現 れ た。 こ
の うち ゲ ル マ ニ ウム成 長接 合 型 は低 周 波帯 域 用 で,初 期 の トラ ンジ ス タ ラ ジオ
受信 機 に使 用 され た。 またsシ リコ ン成長 接 合 型 は高 い周 波 数帯 域 と高 い温 度
で も機 能 し得 る特 性 を持 って い た。 さ らに,ア ロイ型 は成 長 型 よ りも高 い周波
数帯 域 と大 きな電 流 の下 で機 能 で き,安 価 で 大量 生 産 が 可能 だ った の で,補 聴
器 や ラジオ受 信機 や第2世 代 コ ン ピュー タに利 用 され た の で あ る。
次 いで55～56年 に は,酸 化 膜 法,拡 散 法,拡 散 型 トラ ンジ ス タとい う3っ の
画期 的 な 半導体 技 術 が 出現 した。 酸化 膜 拡散 法 は半導体 の バ ッチ生 産 を 可能 に
し,生 産 コス トの劇 的低 下 と半導 体 デバ イ スの信 頼性 向 上を実現 した。しか も,
酸 化膜 拡 散 法 は ド リフ ト型,メ サ型,ポ ス トア ロ イ拡散 型 な どの トラ ンジス タ
(4)
開 発 や プ レー ナ法 な どの製 造 技術 を革 新 す る基礎 と もな った ので あ る。
とは いえ,50年 代 まで トラ ンジス タは ダイ オ ー ドや整 流器 ほ どに は重 要 な デ
バ イ ス と はい え なか った。例 えば,米 国 の トラ ンジ ス タ売 上 高 は60年 まで ダイ
オー ドや整 流 器 の売 上 高 に は と うて い及 ば なか った。 ま た,西 独,英 国,フ ラ
ンス の トラ ンジス タ貿 易収 支 は赤字 だ った が,50年 代 に は さ ほ ど深 刻 な問題 と
は看 倣 され な か った。 欧 州 の半 導 体 メ ー カー は トラ ンジス タ時代 に は米 国 に対
して ほ とん ど後 れ を取 って お らず,60年 代 初 頭 まで特 定 分 野 の製 品 や製 法 で は
む しろ優位 に立 って いた とい う。 しか も,欧 州 最 大 の フ ィ リップ スや シー メ ン
ス は50年 代 後 半 に半 導 体 を最 終 電 子 機 器 の競 争 力 を高 め る有 力 な手 段 と看 倣
し,生 産 工程 の効 率化 に取 り組 ん だ。 例 えばyフ ィ リップ スは社 内 向 け及 び コ
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ン ピュー タ向 けゲ ル マ ニ ウ ムア ロイ型 の効 率 的生 産 方 法 に よ り価格 や性能 面 で
(5)
優位 に立 ち,欧 州市場で大 きな成功を収 めた。60年 代初頭 まで欧州諸国 は半導
体を域 内でほぼ 自給 で き,対 米輸入 や米子会社 の現地生産 は極 あて限 られてい
たのであ る。
[2]IC時 代
1960年 代 にICが 量 産 され始 め る と,米 国 の 半導体 産 業 は劇 的 な構 造 的変化
を遂 げた。 垂 直統 合 型 企 業 が市 場 か ら撤 退 を 強 い られ る一 方 で,新 しい半導 体
専 業企 業 がIC事 業 に陸 続 と して参入 した。 しか も,米 企 業 は これ とほぼ並行
して 欧 州 諸 国 に対 してICの 輸 出 や 直 接 投 資 を 積 極 的 に実 施 し始 め た の で あ
る。
この よ うな激 変 を惹 起 した の は60年 頃 に お け る シ リコ ンプ レー ナIC法 の
導 入 で あ った。ま た,ICが 電 子 システ ムの サ ブ シ ステ ム と して電 子 機器 の デザ
イ ンと密接 な関 連 を 持 っ よ うにな った ため,電 子 機 器 メ ー カー は川 上 へ の多 角
化 を 目的 と してIC生 産 に続 々 と参 入 す る に至 った。 半導 体 の技 術 革 新 が益 々
累 積 的 と な る一 方 で,従 来 の技 術 体 系 で成 功 した企 業(欧 州 のフ ィリップスや
シーメ ンス,米 国 のGEやRCA)は 決 してIC技 術 を迅 速 に導 入 しよ うと は しな
か った。 む ろん,欧 州 の企 業 が シ リコ ンプ レー ナIC技 術 へ の転換 や デ ジタル
ICの 量 産化 に遅 れ たの は,国 内半 導 体市 場 の特殊 な構 造 に も由来 して いた。欧
州 の半 導 体 需要 は民 生 用 が 巾心 で,当 初 は個 別半 導 体 デバ イ ス,次 いで リニア
ICが 支 配 的 な地 位 を 占め た。 その結 果,欧 州 メ ー カー は デ ジ タルICよ りも個
(s)
別半 導 体 デバ イ スや リニ アICを 重 視 す る傾 向 を次 第 に強 め て い った ので あ る。
これ に対 して米 国 市場 で は,コ ン ピュー タが デ ジタルICの,軍 需 が シ リコ
ンICの 発 展 を強 力 に牽 引 す る こ とに な った。 米 国 の 半導 体 や コ ン ピュー タ産
業 は政 策 的支援 に よ って発 展 し,政 府 調 達 と コ ンピュー タが 国 内半導 体 需要 の
(7)
中心 とな ったのであ る。っ ま り,米 国政府(軍 とNASA)は 政府調達 や研究開発
援助 を通 じてIC開 発 を助成 し,日 本政府 も関税障壁 や外資規制 によ って国内
市場を保護 したが,欧 州諸国の政府 は国内半導体産業の支援や保護 には甚だ消
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極 的 だ った と い って よ い。 こ う して70年 代 のLSI期 に は,米 半導 体 専業 メー
カー が急成 長 す るデ ジタルIC市 場 を完全 に支配 す るに至 ったの で あ る。
欧 州 で はIC時 代 に な って も,電 子 管 メ ー カ ーが 半導 体産 業 を 支配 し続 け た
の で,シ リコ ンプ レー ナIC技 術 の導 入 に著 し く立 ち後 れ た。そ の た あ,60年 代
に欧 州 で コ ン ピュー タや デ ジ タルIC市 場 が急 成 長 す る と,米 企 業 が輸 出 や 現
地子 会 社 を通 じて欧 州 市場 を 支 配 す る こ とに な っ た。 こ う して 欧 州 の 半 導 体
メ ー カー は最 も急 速 に成 長 す るデ ジ タルIC市 場 か ら排 除 され,民 生 用及 び産
業用 向 けの個 別 半導 体 デバ イ スや リニ アICを 生産 す る こ とに僅 か な活 路 を見
(8)
出すのみであ ったのであ る。 むろん,日 本 の総 合電機 メーカー もまた シ リコン
プ レーナIC技 術 への転 換 に遅 れ,60年 代 を通 じてIC生 産 で米 企業 に大 き く
水 をあけ られ るに至 った。 しか しなが ら,日 本政府 は米企 業に対 して強力 な国
内市場保護政策 を実施 した。 その結果,日 本企 業はやがて電卓や コ ンピュー タ
の需要増大 と産業政策 に支え られなが ら,MOS・LSI分 野 を中心 に急速 に台頭
す ることがで きたのである。
LSI期 に入 ると,リ ニア機能 のデ ジタル化,コ ンピュー タと電気通信機器 や
民生用電子機器 との接近 な どが急速 に進 展 し,日 米 欧の半導体需要 は70年 代
末 まで に非常 に類似 的な構造 になった。欧州で も80年 代初頭 には,最 終電子機
器 メーカーが最終製 品の競争 力 を強化す るため にLSI生 産 に相次 いで参入 し
た。 この参入 は欧州諸国の国内半導体産業育成計 画によ って助長 されたが,超
LSI期 に入 った80年 代 初頭 にお いて も,欧 州企業 はカス タムやセ ミカスタム
及 び特定用途LSIな どニ ッチ市場を除 けば,ほ とん ど競争力 を持 ち得 なか った
ので ある。 む ろん,欧 州企業の不振 は参入 の遅 れ と同時 に,LSIの 技術的特性
に由来 していた。LSI技 術 は複雑で応用分野が広 く,技 術向上 も累積的だ った
ので,参 入 の遅 れ は致命的だ ったか らであ る。政府 の役割 は米国ではLSI期 に
低下 したが,欧 州 や 日本 ではむ しろ逆 に増大 した。日本政府 は70年 代 を通 じて
国内半導体市場 を強力 に保護 し続 けたが,欧 州諸国の政府 は ドイッを除 き,日
本 よ りも対応が鈍 ぐ一貫性 のない官僚的 な政策 に終始 した。 それ結果,日 本 は
半導体産業 の国際競争力を改善す るのに成功 したが,欧 州諸国 は ドイ ッの部分
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的な成功 を除 けば,概 して失敗 に終 わ った。 こう して,80年 代初頭 に世界の
LSI市 場で米企業 の覇権 に挑戦 し得 る地位 に立 ったのは欧州企業で はな く,日
(9)
本 企業 とな った の で あ る。
Hト ラ ン ジ ス タ 時 代,1947～1961年
トラ ンジ ス タ時代 は47年 の トラ ンジス タの発 明 か ら59～61年 の プ レーナ法
とICの 登場 まで の 時期 を指 して い る。 次 に,こ の時 期 にお け る米 国 半導 体産
業 の特 徴 を見 て お こ う。
[1]発 展要 因
(1)ト ランジスタ開発
47年12月23日,ベ ル研 の バ ー デ ィー ン とブ ラ ッテ ンが点接 触 型 トラ ンジス
タを発 明 し,音 声 信 号 の増 幅作 用 を確認 した。 しか し,こ の発 明 は公表 され ず
に7カ 月 間近 くも秘 密 に され た。 とい うの も,ベ ル研 は特 許 出願 準 備 中 に他 の
誰 か が トラ ンジス タを発 明 して しま うか も知 れ な い と懸念 し,ま た公 知 にな る
前 に この発 明 を軍 の手 に渡 した くな い と考 え,さ らに実 用 的 な トラ ンジス タを
開発 して電 子 装 置 に応用 で き るまで に もって行 く時間 を稼 こう と目論 ん で い た
か らで あ る。 現 に発 表 の 時点 で は,ト ラ ンジ ス タは まだ実験 室 段 階 の代 物 で あ
り,実 際 に役 に立 つ 装 置 が作 られ たの はそれ か ら何年 も後 の こ とで あ った。
例 え ば,WE社 が ご く初 歩 的 な トラ ンジス タの生産 を始 めた の は51年10月
の こ とで あ る。 また,電 話 システ ムが52年 以 降 に,通 信 分野 以 外 で は補聴 器
(10)
(ソ ノ トー ン社)が53年 に トラ ンジス タを初 あ て利 用 す るに至 った。そ の結果,
レイ セ オ ン社 が53年3月 に月 産1万 個 の補 聴 器 用 トラ ン ジス タを製 造 す る ま
で にな った。 しか しな が ら,ト ラ ンジス タ式 の価 格 は初 期 に は真空 管式 の3倍
か ら4倍 に も達 して いた。 とい うの も,ト ラ ン ジス タの価 格 が 真空 管 の8倍,
1個9ド ル とか な り高 価 だ った か らで あ る。54年10月 に はTIやIDEが 初 め
て トラ ン ジス タ ラ ジオ を 量 産 した が,価 格 が49ド ル95セ ン トと相 当 に割 高
だ ったた め に結 局 ビジネ ス と して は失 敗 に終 わ った。
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こ う した開発 の遅 れ は トラ ンジス タが製造 面 で困 難 を抱 え,信 頼 性 に も乏 し
く,2つ と して 同 じ特 性 を持 っ ものを生 産 し得 な か ったか らで あ る。既 に48年
1月 にベ ル研 の シ ョッ ク レー が理 論 的 に解 明 して い た接 合型 トラ ンジ ス タ も,
WEの 生 産 開始 まで に は数年 の準備 期 間 を要 し,し か も僅 か 月産100個 程 度 の
生産 規 模 を維 持 す るの に汲汲 と して いた。 そ こで,ベ ル研 も トラ ンジス タの基
礎研 究 よ り もむ しろ開 発 に力 点 を 置 くよ うにな った。 まず,ト ラ ンジス タ用 に
新材 料 を開発 す る研 究 が 開始 され た。 戦前 か ら使 わ れ て きた シ リコ ン試 料 は多
結 晶 シ リコ ンで あ った ことか ら,結 晶 間 の境 目部分 が正 孔 や電 子 を補 捉 し,電
流 を半 導 体 に流 して も100万 分 の1秒 もた た な い うちに消 え て しま うとい う欠
点 を抱 え て い た。 この欠 陥 の故 に接 合 型 トラ ンジス タは シ リコ ンで は作 る こ と
が で きなか った。
そ こで,溶 融温 度 の低 い ゲル マ ニ ウ ム(摂 氏1937.4度)が 新 しい材 料 と して選
ばれ,48年 にベ ル研 がr結 晶 引上 げ法 」 によ って初 め て ゲ ルマ ニ ウ ム単 結 晶 を
製造 す る こと に成功 した(第1表)。 ゲ ル マニ ウム単 結 晶 は正 孔 や電 子 を蒸発 さ
せ る こ とな く,電 流 が トラ ン ジス タ と して の機能 を果 たす の に 十分 な 時間 だ け
(11)
流 れ るの を 可能 に したか らで あ る。
ゲ ルマ ニ ュ ウ ムの構 造 上 及 び純 度 に関 す る問題 点 は48年 の単 結 晶 成 長 法 と
51年 の 区域 製 錬 法 に よ って解 決 され,51年 に は接 合 型 トラ ン ジス タが試 作 さ
れ るに至 った。 一 方,シ リコ ンは困 難 な問題 を抱 え て い たが,ゲ ルマ ニ ウ ムの
如 き希 少 な元 素 とは違 って,砂 とい う形 で地 球上 に無 尽蔵 に存 在 す る とい う利
(12)
点 を持 って いた。ゲ ル マ ニ ウムは52年 価 格 で キ ロi当た り約300ド ル に達 し,不
純 物 を取 り除 くと金 よ りも高価 で あ った とい う(た だ し トランジスタ1個 当た りゲ
ルマエウム消費 量は0.002グ ラムにす ぎない)。 だか ら,53年 当時 に は最 も良質 の ト
ラ ンジス タは1個8ド ル と,真 空 管 の10倍 以 上 の価格 だ った。
もち ろん,シ リコ ンは価格 の み な らず技 術 的 に も優 れ た トラ ンジス タの特 性
を持 って いた。 とい うの も,シ リコ ンの みが 集積 回路 に適 した表面 の化 学 的特
性 を具 え て い たか らで あ る。 だ が,シ リコ ンは融点 が摂 氏1410度 と高 いの で,
























ゲルマ ニ ウム点 接触型 トラ ンジス タの発 明(ベ ル研)
ゲルマ ニ ウム単 結晶 引上 げ法(WE)(公 表,最 初 の実 験成功 は48年)ゾ ー ン
精製 法(WE)
ゲルマ ニ ウム点接触 型 トラ ンジス タの商用生 産(WE)
ゲ ルマニ ウム成長接 合型 トラ ンジス タの商 用生産(WE)
ア ロイ法(GE)
ア ロイ接 合型 トランジス タの商用生 産(GE,RCA)
ジェ ッ トエ ッチ ング法(フ ィル コ)
表 面障壁型 トランジス タの商用生 産(フ ィル コ)
シ リコン接 合型 トラ ンジス タの商用生 産(TI)
酸化 膜拡散 法(WE)
拡 散型 トランジス タの商用生産(WE,TI)
トンネル(エ サ キ)ダ イオ ー ドの商用生産(ソ ニ ー)
7aレ ーナ法(FC)
1プ レーナ ・トラ ンジス タの商用生 産(FC)
エ ピ タキ シャル法(WE)
エ ピタキ シャル ・トラ ンジス タの商 用生 産(WE)
ICの 商用生 産(TI)(キ ル ビー によ る実 用化 は58年)
RTL・IC商 用生 産(FC)
MOSト ランジス タの商用生 産(FC)
DTL・IC(シ グネ テ ィ ック ス)
CMOSト ラ ンジス タ商用生 産(RCA)
ECL・IC商 用生 産(モ トロー ラ)
TTL・IC商 用生 産(シ ルバ ニ ア,TI)
CMOS・IC商 用生 産(RCA)
1KMOSRAM商 用生 産(イ ンテル,ア ドバ ンス ト,
MPU商 用生産(イ ンテ ル)
バ イ ポーラRAM商 用生産
4KMOSRAM商 用 生産
16KMOSRAM商 用生 産
メ モ リ ・シス テ ム ズ)
(資 料)Tilton,⑫cit.PP.16-17;WilsonEganandAshton,ap.C2t.,pp.40-41よ り 作 成 。
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で きて しま う。 そ の ため石 英(二 酸化 シ リコン)の ル ッ ボが使 われ た が,そ の壁
か ら酸 素 が溶 け出 して シ リコ ンに入 り込 み 電 気 的活 性 を持 っ化 合 物 を作 るの
で,電 気 抵抗 が大 幅 に変 化 し電 子 部 品 と して は全 く使 え な くな るの で あ る。 し
か し,こ れ は53年 に ル ツボ を使 用 しな い フ ロー テ ィ ン グ ゾー ン法 とい う シ リ
コ ン製 錬 法 に よ って解 決 され た。 また,52年 に は シ リコ ンや ゲ ル マ ユ ウ ムの結
晶 に ドー ピ ングす る新 しい方法 で あ る ガ ス(不 純物)拡 散 法 が発 明 され,結 晶 引
上 げ法 に取 って代 わ り半導体製造の基本的方法 とな ったので誘2。
それ まで 半導体 技 術 の開発 は専 らベ ル研 の手 に よ って行 な われ て きたが,53
年 に接 合 型 トラ ンジス タ開発 の衝 に当 た って いた所員 の テ ィール が突然 ベ ル研
を辞 め てTIに 移 り,新 設 の研 究 所 長 に就 任 した。 こ う してTIは54年 に は シ
リコ ン トラ ン ジ ス タの 生 産 を開 始 し,半 導 体 事 業 へ の参 入 に成 功 した の で あ
(14)
る。 シ ョック レー もま た同年 に 自分 の会 社 を始 め るた め にや は りベ ル研 を去 っ
て い る。しか し,そ の一 方 で はベ ル研 で も同 じ54年 に フ ロ ッシ ュ とデ リックが
重要 な現 代 半 導 体 技 術 の1っ で あ り,IC産 業 の基 礎 と もな った シ リコ ン酸 化
(15)
膜技術 を発見 して いるので ある。
(2)反 トラス ト政策
米 国電 子 技 術 史上 にお いて,AT&T(ア メ リカ電話電信会社)の ベ ル研 究 所 ほ
ど重 要 な役 割 を果 た した研 究 機 関 は存 在 しな い とい って よ い。例 え ば,半 導 体,
レーザ ー,コ ン ピュー タな どのハ イテ ク産 業 に お け る米 国 の優位 が ベル研 究 所
の研 究 業 績 と人 材 に基礎 を置 いて いた ことを想 起 す るだ けで も思 い 半ば に過 ぎ
よ う。ベル研 究 所 は第2次 大 戦 中 に は陸海 軍 や国 防 研究 委 員 会 のた め に約2,000
の研 究 開 発計 画 に従 事 しyレ ー ダーや通 信 シス テ ムを開 発 した とい う。 しか も
ベ ル研 究所 はWE社(AT&Tの 製造部門)と 共 に49～59年 の10年 間 に政府 研
究 費 の48%を 供 与 され た とい う実 績 を もって い る ので あ る。
と ころで,戦 後 の反 トラス ト政 策 はベ ル研究 所 で開 発 され た技術 の 商業 化 に
大 きな影 響 を与 え た。とい うの も,AT&Tは49年 に司 法省 の反 トラス ト提訴
に直 面 した た あ,以 後56年 まで新 技 術 の特 許 利 用 権 を他 社 に寛 大 に開放 す る
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政策 を取 ったか らである。 しか も,56年 の同意審決 に従 ってAT&TとWE
の分離解体 を免除 される代 わ りに,傘 下 のWEも 含 あて既存 の全特許 を国内企
業 に対 して開放 し,将 来 に取得す る特許 も合理的 な価格で供与 す ることを義務
付 け られたので ある。 こうしてAT&Tは 分割 を免れた ものの,電 気通信や国
防 ・宇宙を除 く分野 への参入 を禁止 され,電 気通信 にお ける独 占的地位 をテ コ
として関連市場 で独 占的地位を築 いた り,ベ ル研究所で開発 された技術 を特許
Cis)
有効期間中 に独 占す ることも阻止 されることにな った。
研究 開発面 にお けるベル研 の重要性 は トランジス タ開発 か らIC開 発 までの
期間 に半導体分野 で339以 上 の特許(全 米半導体特許の25%以 上)を 取得 した点
を想起 す るだけで も思 い半 ばに過 ぎるであろう。 しか も,ベ ル研の重要性 は技
術開発 における主導力 のみな らずWEと の一体 的な関係 に もあ った。即 ち,ベ
ル研 はWEか らの フ ィー ドバ ックを通 じて製品 や生産技術 を開発 し改善 して
半導体 デバ イスの生産 コス トを劇的 に削減 す ることがで きたのであ る。 む ろ
ん,ベ ル研 の研究成果 は早急 に他 の企業へ と普及 し,米 国電子産業全般 の発展
を促進 した。とい うの もTベ ル研 は56年 に反 トラス ト訴訟 の同意審決 によって
トラ ンジス タに関す る全特 許権を開放 させ られ たか らであ る。また,既 に51年
には審決 を免 れよ うと して,ベ ル研 は半導体産業への参入を望むすべて の企業
に対 して情報提供 を開始 した。 このよ うに反 トラス ト政策 によ って,ベ ル研 は
基本技術 を広 く公開す ることを義務付 け られ,国 内研究基盤 の多様化 と技術 の
(17>
革新 を促 す 競争 圧 力 や誘 引 を作 り出す こと にな ったの で あ る。 もち ろん,ベ ル
研 は48年 ま で に トラ ン ジ ス タ研 究 に投 入 した100万 ドル を レイ セ オ ンやTI
(1g)
などに対 す るライセ ンス売却 によって56年 まで に回収 している。
このよ うにAT&Tが 重要特許の所有 を背景 に寛大 な特許供与慣行 を築 き
上 げたために,こ の慣行がその後 も長 く半導体業界全体 を支配 する伝統 とな っ
た。 しか も,他 のメーカー も競争企業 の特許侵害 を助長 し,司 法省 の反 トラス
ト訴訟 を惹起す るか も知れ ないとい う懸念 か ら,AT&Tの 寛大 な特許供与政
策か らあま り逸脱す ることがで きなか った。 もちろん,特 許供与契約 は一般 に
企業別 に交渉 され クロスライセ ンス条項 を含むので,交 換特許を ほとん ど所有
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第2衷 米企業の半導体特許数1952-68年
企 業 1952 1953 19541955 1956 195719581959igsa1961196219631964196519661967 198 1958-68
ベル研(WE) 34 47 3fi 27 48 34 51 72 67 fi7 55 54 41 64 59 41 38 835
〈電 子管企業〉 、
RCA 14 19 16 io 44 45 57 4s 34 33 33 27 41 58 75 fi3 53 668
ゼネ ラルェ レク トリック 5 7 s 11 25 13 35 34 26 3s 42 35 38 8fi 7s s4 41 580
ウエスチングハウス(WH) 2 6 2 4 9 7 2t 25 30 21 23 18 23 78 54 46 41 410
シル バ ニ ア 1 4 6 1 11 14 19 9 13 7 13 10 9 14 7 12 8 158
ブ イ ル コ ・ フ オ ー ド 0 0 0 1 3 4 7 13 14 13 14 9 8 12 17 9 6 130
レイ セ オ ン 0 1 0 1 7 3 10 8 6 6 4 7 3 5 6 4 1 72
タ ン グ ・ ソ ー ノレ 0 Q 0 1 0 0 3 1 0 2 5 1 2 5 2 4 0 26
CBS 0 0 0 2 2 0 1 1 0 0 1 0 0 1 1 0 0 9
小 計 22 37 30 31 101 8fi153 137 123 118 135 XO7 124 259 238 202 154 2,053
〈新規参入企業〉
r 1 1 0 1 4 6 15 22 25 37 96 53 47 5s 70 4fi 41 521
TI 0 0 0 0 0 2 9 8 22 13 20 24 16 43 35 52 42 286
モ ト ロ ー ラ 0 1 3 2 5 11 8 8 9 1Q 10 6 8 26 25 39 52 190
ヒ ュ ー ズ 0 0 5 3 9 12 18 ll 3 9 to 7 9 19 16 lfi 13 iso
ハ ネ ウ ェ ル 0 0 0 Q 1 2 5117 13 12 38 lfi 15 11 1819 3 Aso
ス ペ リ ー ラ ン ド 0 0 0 1 0 」 」
1
7 7 6 13 9 11 35 1811517
1139
GM 0 0 0 0 0 Q s 5 8 12 3 5 8 26
…
311613 133
ITT 2 2 0 4 4 2 11 15 10 61 18 4 s 7 5 96 111
ク レバ イ ト
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しな い企業 は売 上高 の1～6%の 使 用料 を支 払 わ ね ば な らなか った。第2表 の如
く50年 代 に はベ ル研(WE)が 最 大 の半導 体特 許 取 得数 を誇 って いた が,50年
代 半 ば に は フ ィル コが ジェ ッ トエ ッチ ング技術 とそ れ に基 づ くダイ オ ー ドや ト
ラ ンジス タの開 発 で台 頭 した。 そ して 同社 は他 社 に特許 の供 与 と 自動 生産 設 備
の販 売 を積 極 的 に行 な った。 だ が,フ ィル コの特 許 は間 もな くメサ型 や拡 散技
術 に よ って陳 腐 化 され,特 許 供 与 を受 けた の は ご く少 数 の企 業 に限 られ て い た
(19)
とい う。
60年 代 に な る と,TIとFCが 多 くの企 業 に特許 を供与 す るよ うに な った。と
い うの も,TIはIC,FCは プ レーナ法 に関す る重要 な特許 を所 有 して い たか ら
で あ る。ICの 生 産 に は両 社 の特 許技 術 が必要 不可 欠 で あ ったが,66年 にTIと
FCが 相 互 の特 許 にっ いて 認 あ合 うこ とで 同意 した た め,一 方 か らの 特許 供 与
を受 けた企業 は他 方 か ら特 許侵 害 で訴 え られ る恐 れ が な くな った。 特 にFCは
他社 に特 許契 約 を結 ぶ よ う積極 的 に勧 誘 し,売 上 高 の最 大 限6%の 使 用料 を求
め,そ の代 わ りに十 分 な技 術 援 助 を提 供 したの で あ る。一 方,TIは 特 許供 与 に
は む しろ消 極 的 で,自 社 の海 外 子 会 社 以 外 に対 す る技 術 移 転 に は全 く無 関心
(zo)
だ っ た と い わ れ る 。
(3>ベ ル研の貢献
AT&Tは 特 許を半導体産業への参入障壁 と しては使 わず,WEを 通 じて全
ての企業 に合理 的な条件で特許 を供与 した。 ベル研 も様 々な方法 を通 じて研究
成果を迅速 に公開す る方針を貫 いた。 ベル研 は所内施設訪問,半 導体製造設備
視察,及 び所員 との討論 な どの ために内外 の科学者 や技術者 を頻繁 に招待 し
た。む ろん,招 待の対象 は特許契約企業 に限定 されて はいなか ったとい う。 ま
た,ベ ル研 は50年 代 に半導体技術 に関す るシ ンポジウムを頻繁 に開催 してそ
の普及 に努 めた。51年 初頭 に開かれた トランジスタに関す る第1回 シ ンポ ジウ
ムは軍 関係者 と政府職員 に限定 されていた。第2回 目は51年 後半 に政府機関,
大学,80以 上の工業会社 の代表 を集めて開催 された。52年4月 に もWEと 特
許契約 を交わ した企業 を対象 に トラ ンジスタに関す る物理学や技術 にっ いて8
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イ ン タ ー シ ル ク ロ シ ス テ ム ズ ク ・ ア レ ー ズ
1967年1966年1967年
Tilton,op.cif.,p.79.
日間の シ ンポ ジウムが開かれた。しか し,最 も重要 であ ったのはシ リコ ン拡散
酸化 物 被膜 な どWEの 主 要技 術 特許65件 に関 す る56年 の シ ンポ ジウ ムで
あ った。 とい うの も,シ リコン拡散 と酸化物被膜の2つ の技術 が半導体構成部
品の大量生産を可能 に し,生 産 コス トの低下 と性能や信頼性 の向上 を実現 した
結果,半 導体産業 は急成長期 に入 ることがで きるようにな ったか らで ある。 む
ろん,ベ ル研 の基本特許 や ノウハ ウの開放 も50年 代後半 に半導体産業 を大 き
く躍進 させ る原動力 とな った。ベル研 は56年 以降 新 しい半導体技術 の普及 を
進め る方法 として シンポジウムよ りもむ しろ特許契約企業 による見学 を重視 す
るよ うにな った。 例 えば,新 しいエ ピタキ シャル技術 の移転 には59年 末 と60
(21)
年の工場見学 が積極的 に活用 されたのである。
ベ ル研究所員の離職率が高か った ことも,50年 代 の半導体市場 への新規参入
を人材面 か ら助長 した。 ベル研 の系譜 を引 く企業 はテ ィル トンによれば第1図
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の よ うに約20年 闇 に15社 に達 す る とい う。 これ は特 に 「孫会 社 」 のFCが 多
数 の新 設企 業 を続 々 と輩 出 させ た ことに よ る。 む ろん,こ の ス ピ ンオ フは半 導
体業 界 で は 日常 茶 飯事 で,ヒ ュー ズ,RCA,シ ルバ ニ ア,TI,モ トロー ラな ど
もまた ス ピ ンオ フを通 じた新企 業 の輩 出 を経験 す る こ とにな ったの で あ る。 特
にベ ル研 を辞 め た研 究 員 はTIや シルバ ニ アが トラ ン ジス タ事 業 を軌 道 に乗 せ
るた め に大 い に活 躍 した。67年 に は多 くのFCの 幹部 社 員 が辞 職 して経 営 不振
(22)
の ナ シ ョナ ル ・セ ミコ ン ダク ターの再 建 に当 た った ので あ る。 この よ うに ベ ル
研 は特許 開 放,シ ンポ ジ ウム開 催,研 究 員 の転 職 な どを通 じて技 術 を広 く普 及
させ,米 国 電 子 産業 の発展 を加 速 させ た ので あ る。 実 際 米 国 の半 導体 生 産 は
52～59年 に約2,000万 ドルか ら3億9,000万 ドルへ と激 増 して い る。この 間 に
半導 体 企 業 数 も5社 か ら34社 に増 加 し,59年 の 半導 体 生 産 の63%が50年 代
(23)
に新 規 参 入 した企 業 に よ って 占め られ る に至 った。60年 まで に 半導 体 生 産 に参
入 した企 業 は大手 電 子管 企 業(RCA,GE,WHな ど)で あ ったが,や が てTI,モ
トロー ラ,ヒ ュー ズ,FCな どの よ うな独 立系 企 業 が ベ ンチ ャーキ ャ ピタルの
支援 を受 けなが ら,売 上 と製 品 ・製 造 特 許 の 両者 で主導 権 を握 るよ うにな った
(24)
の で あ る 。
(4)軍 需
周知 の如 くア メ リカの半 導体 技 術 は50年 代 か ら60年 代 にか けて軍 需 に よ っ
て大 きな影響 を被 った。 日欧 で は民 生 用 向 けゲ ル マ ニ ウム ・トラ ン ジス タが需
要 の中心 で あ った の に対 して,ア メ リカで は小 型 化 ・高 性 能 ・高信 頼 性 とい っ
た軍 需 用途 に適 合 的 な シ リコ ン ・トラ ン ジス タが支配 的 に な った ので あ る。 し
か も真 空管 時代 に電 子 部 品 を支 配 して い た大 手 電 子機 器 企 業 は トラ ンジス タや
ICの 時 代 に な る と ほ とん どが撤 退 し,代 わ って新 規 参 入 企業 が 半 導 市 場 を支
(25}
配 す るに至 った。
む ろん,半 導体研究開発 に対 して は強力 な政府助成が実施 された。例えば,
生産準備契約 に基づ き,試 験用生産 ライ ンの建設 資金が民 間企業に供与 され,
投資 リスクの軽減 と生産技術 の向上 に大 きな成果を上 げた。政府助成 の最 も著
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名 な 例 は58年,国 防 総 省 に よ る モ トロ ー ラやTIを 含 む 半 導 体12社 と の
4,000万 ドルの トラ ン ジス タ生産 契 約 で あ った。 この場 合,」r二学 的設 計 ・開発
コ ス ト(56年 にx,400万 ドル)は 政 府 負 担,工 場 ・設 備 資 金 は メ ー一カ ー負 担 と さ れ
た。そ こで,企 業 側 は製 品 の一 部 を割 増 価 格 で購 入 す る政 府保 証 と引 き換 え に,
政 府調 達i予定 数 量 の10～12倍 の トラ ンジ ス タを製 造 し得 る生 産 設 備 の建 設 に
同意 した。因 に国 防総 省 調査 に よれ ば,直 接 ・間接 の政 府 半導 体 開 発助 成 は58
(26)
～59年 に 半導 体 産 業 のR&D総 額 の23～25%に 達 す る もの と推 定 され て い る。
と ころで,国 防 総省 は50年 代 初頭 か ら次世 代 防 衛 兵 器(ミ サイル ・システム)
用半 導 体 の小 型 化 と信 頼 性 向上 に取 り組 ん で い た。そ こで,58年 にTIがICを
開発 す る と,国 防 資金 はIC開 発 に重点 的 に振 り向 け られ る ことに な った。IC
の開発 そ の もの は直接 的 な政 府助 成 な しに行 な わ れた が,59年6月,空 軍 が 国
(27)
防用IC開 発 のために100万 ドル以上 の援助 をTIに 供与 したのであ る。この政
府助成が半導体生成期の技術進歩を促進 し,参 入障壁 を引 き下 げる一方で,割
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第4表 米国IC市 場の構成(単 位:%)
1
1962 1965 19s9 1974 1978
政 府 goo 55 36 20 10
コ ン ピ ュ ー タ 0 35 44 36 37
産 業 用 0 9 is 30 37
民 生 用 0 1 4 15 15
(資 料)Borrus,op.cat.,p.73
増価格 での軍需調達が牽 引力 とな って最先端ICの 商業 的利用 と市場開拓 を可
能 に した。 また軍需 向け生産 が増大 す るにっれて,習 熟曲線効果か ら単位 コス
トが下落 し,数 年 の内にIC価 格 は産業用 市場,次 いで民生用市場 に も浸透 し
得 るに十分 な水準 まで低下 したのであ る。
一方
,国 防需要 は半導体の産業構造 に も大 きな影響を与 えた。例 えば,59年
には半導体売上 高の63%,軍 需用売上 高の69%が 新規参入企業 によ って占あ
られた。特 にTIやFCの よ うな半導体専業企業 にとって,軍 需用売上 は初期 の
製品開発 と市場 での生 き残 りのために非常 に重要 な役割を果 た した。 とい うの
も軍需 は第3表 の如 く民需分野で トラ ンジス タと競争 す るにはICが あま りに
(28)
も高 す ぎた時 期 に大 きな市 場 を提供 したか らで あ る(第4表)。63～65年 に国 防
総 省 とNASA(国 家航空宇宙局)はICを 大量 に使 用 す る14の 調 達 契 約(最 も著
名なの は ミニ ッ トマ ン巡航 ミサイルシステムとアポロ宇宙船誘導 コ ンピュータ)を 行
な った。 特 にIC開 発 を先導 した新 規企 業2社,TI(ミ ニッ トマンII)とFC(ア ポロ)
は各 々主 要 な下 請 契 約 者 とな った。 また国 防 ・宇 宙 へ のIC利 用 が急 増 す るに
伴 って,モ トロー ラの よ うな 中堅 企業 もIC生 産 を拡 大 し,WH(ウ ェスチ ングハ
ウス)やRCAの よ うな既存 企 業 もIC生 産 の経 験 を積 む こ とが で きたの で あ る。
同様 に技 術 の企 業 間普 及 が促 進 され た点 も重要 で あ る。 例 えば,ト ラ ンジ ス
タや,ICの 場 合 の よ うに国 防 総 省 資金 に よ って 開発 され た製 品 や 製 造方 法 は,
国 防総 省 が無料 使 用 の包 括 的特 許 を取 得 した。 この包 括特 許 は政府 自身,政 府
契 約 の履 行 に関係 す る政府 契約 者 な い し下請 契 約 者,政 府 資金 の提 供 を受 け る
計 画 と関係 す る者,に 対 して特 許 の 自由使 用 を規 定 して いた。 っ ま り国 防 研究































































































(資 料)『 電rr業 年 鑑197574頁,『 電 子
.E業 年 鑑1980』185頁 。
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電子 部 品 の うち能 動 部 品 は電 子管
(受信管,ブ ラウン管,出 力 ・特殊管),ト
ラ ンジスタ ・個別半導体,ICと い う3
世代 の技術 発展を辿 って きた。電 子管
は今世紀初頭 に発明 され,1920年 によ
うや く商業生産 され るに至 った。 電子
管 は唯一利用可能 な重要能動電子部品
と して君 臨 し,最 終電子機器 の開発や
性能を技術面か ら左右 し続 けた。 そ こ
で,電 子管 を改善 す るために必死 の努
(30)
力が積 み重 ね られて きた。 だが,電 子
管 は能 力の増大 と共 に以下 の如 き致命
的 な限界 に逢着 した。第1に,非 効率
性が増大 した。起動 のため には加熱を
要す るので}電 力消費 が増大す るのみな らず,他 の部品を熱 の被害 か ら守 る必
要性が増大 した。第2に,真 空管が機器 の信頼性 を制約す るよ うにな った。真
空管 は燃 え尽 きて交換 を要 す るので,初 期 の電話交換機 のよ うに数千本 の真空
管 を使 う機器で は困難 な問題を抱え ることにな った。第3に,真 空管 のデザイ
ンと構 造 が大 きさ とコス トの削 減 を妨 げた。最 後 に,真 空管 は脆 く,衝 撃 に
よ って簡 単に壊れ る恐 れがあ った。 こ うした欠陥,特 に効率性 と信 頼性 の限界
のため に電子管 に代 わ るものを発明 しようとい う研究が助長 され ることにな っ
たのであ る。 それ は第2次 大戦 前に始 まったが,戦 後 に トランジスタの開発 と
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い う形 で実 現 をみ る こ とにな 喫.ト ラ ンジ ス タの売 上 高 は第5表 の よ うに63
年 に受 信 管 を超 え るが,69年 にICに 凌駕 され,78年 に はICの 僅 か14%に す
ぎな くな るので あ る。
(2)ト ランジスタ
トラ ン ジス タ出現後 の半導 体 企 業 は以 下 の3っ の タイ プか らな る とい う。 第
1はAT&T(研 究部門のベル研 と製造部門のWEを 含む)で,ト ラ ンジス タの発 明
や製 品 ・製 造 技 術 の革 新 にお い て圧 倒 的 な 優 位 に 立 って い た。第2は 電 子 管
メー カ ーで,50年 代 初期 に はGE,RCA,シ ル バ ニ アの3大 メー カ ーが国 内電
子 管 生 産 の70～80%を 占 め,フ ィル コ,CBS,レ イセ オ ン,タ ング ・ソー ル・
WHな どの企業 が これ に続 いて いた。第3は 電 子 管 生 産 に固 執 す べ き何 の既 得
権 も持 た ぬ 新 規 参 入 企 業 で,次 の3つ の 小 グ ル ー プか らな って い た。1つ は
ヒュ ー ズ,モ トロー ラ,IBMの よ うに多 角 的経 営 の大 企 業 で あ る。 もう1つ は
他 の電 子部 門や 産業 に従事 して いた 中小 企業 で あ る。 例 え ば,TIは49年 に半
導 体 へ の参 入 を試 み た時,年 商600万 ドル未満 の小 規模 な地 中探 査 サ ー ビス会
社 に す ぎなか った。最 後 は半 導 体 の生産 を 目的 に創 業 され た企 業 で,そ の多 く
は ベ ル研 や既 存 の半 導 体 企業 を去 った技 術 者 達 に よ って設 立 され た もの で あ
(32)
。な お,電 子 管 メ ー カ ・社 は54年 まで にす べ て トラ ン ジス タの生 産 を開始
した が,特 にGE,レ イ セ オ ン,RCAの3社 は商業 生 産 開始 の51年 に まで 遡 る
ことが で きる。 新 規参 入 企 業 も55年 まで に は陸続 と して参 入 を果 た して い る。
因 に,参 入 時期(51～77年)が 明 らか な90社 につ いて 見 る と,参 入 の ピー クは
52～53年,59～63年,68～72年 の3つ の時 期 に集 中 して お り,72年 以 降 の参
(33)
入 は激減 して い る。
まず,3つ の タイ プの企 業 の 半導 体特 許 取得 数 を見 る と,前 掲 第2表 の よ う
に ベ ル 研 が52～68年 で は16%を 占有 して トッ プに 立 って い た。 電 子 管 メ ー
カ ー も上 位 を 占め(RCAの2位,GEの3位,WHの5位),8社 全体 で は40%に 達
して い る。 もち ろん,電 子 管 メ ーカ ーの シ ェア は56年 の54%を ピー クに60年
代 に は31～42%へ と低下 した。一方,新 規参 入 企 業 は44%を 占あ,特 にIBM,
20商 経 論 叢 第31巻 第1号
第6表 米国の企業別半導体技術革新(単 位%)
(223)
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小 計 37 11 46
合 計 loo 10L lOQ
(資料)Tilton,op.c鉱,P.60.
(注)1951-6$年 の技術 革新。







レイ セ オ ン 」
シ ル バ ニ・ア 4
フ ィ ノレ コ ・ フ ォ ー ド 3





ト ラ ン ジ ト ロ ン 12
ヒ ュ ー ズ 11
モ ト ロ ー ラ (b)
フ ェ ア チ ャ イル ド (b}
ト ン プ ソ ン ・ラ モ ・ウ ー ル ド リ ジ (b)
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TI,モ トロー ラな どが数 多 くの特 許 を取 得 した。 しか も50年 代初 頭 に半 導 体
特 許 の ほぼ半 分 を 占有 して い た ベ ル研 も,半 導 体 産 業 の急 速 な発 展 と共 に50
年 代 後 半 に20%,60年 代 に は10%と シ ェア を次 第 に低 下 させ て行 った の で あ
る。 ま た,技 術 革 新 は第6表 の よ うに製 造 法 で はベ ル研 が56%で 首 位,GE,
フ ィル コ ・フ ォー ド,FCな どが これ に続 くが,製 品 で は ベル研 が トップを 占
(34)
あ る もの の,新 規 参入 企 業 グル ー プ に よ って大 き く凌 駕 されて いた。
次 に米 半導 体 企 業 の市場 シ ェア(57～66年)を 見 ると,第7表 の よ うに な って
い る。 ヒ ュー ズ は50年 代 初頭 まで は ダ イ オ ー ドや整 流 器 の大手 企 業 と して首
位 を 占めて いたが,57年 に3位 に後 退 し,61年 に は上 位10社 か らも脱 落 す る
に至 った。また,ト ラ ンジ トロ ンは50年 代 末 に金線 接 続 ダ イオ ー ドの成功 で業
界 第2位 に躍 進 した。 この ダイ オ ー ドもベ ル研 で開発 され た もので あ ったが,
同社 は大 量生 産 に伴 う多 くの障害 を解決 し,信 頼 性 の低 い点接 触 型 ダイ オー ド
と価格 競 争 を しな が ら高収 益 を上 げ られ るよ うに改良 した ので あ る。 しか し,
60年 代 初頭 まで に相 次 いで登 場 した シ リコ ン化,酸 化 膜 拡散 法,エ ピ タキ
シ ャル成 長法,プ レーナ法 な どの技術 革 新 が半 導 体 価格 を劇 的 に下 落 させ たの
で,同 社 は経 営 不振 に陥 り市 場 シェ アを60年 の9%(2位)か ら63年 の僅 か3
%(11位)へ と低下 させ た。とい うの も,同 社 は研究 開 発投 資 が貧弱 で,52～68
年 の特 許取 得 数 で もTIの286に 対 して26に す ぎなか った か らで あ る。
この よ うに ヒュ ー ズや トラ ンジ トロ ンが技 術 変 化 に巧 く対応 で きず60年 代
半 ば ま で に10大 企 業 の地 位 か ら脱 落 して しま った の に対 して,こ の変 化 に巧
く適 応 した のがTIで あ った。TIは54年 に ベ ル研 の研 究 成 果 に基 づ いて世 界
初 の シ リコ ン ・トラ ンジ ス タを 開発 し,軍 需 用 を中心 に膨 大 な新 市場 を 開拓 し
て57年 に は業 界 トッ プに躍 り出 た ので 認.し か も シ リコ ンは豊 富 に存 在 す
る素 材 で,高 温下 で も確 実 に機 能 す る トラ ンジ ス タを作 る ことがで き,プ レー
ナ法 の導 入 と トラ ン ジス タのバ ッチ生 産 を 可能 に す る とい う大 きな長所 を持 っ
て い た。50年 代 末 に参 入 した モ トロー ラやFCも ま た60年 代 に は新 しい半 導
体 技術 の潮 流 に乗 って業 界 の トップ ・グル0プ に入 った。FCは57年 に シ ョ ッ
ク レー半導 体 研 究 所 か らス ピ ンオ フ した研 究者 達 を中心 に設立 され た企 業 で あ
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りジー方,モ トロー ラは58年 まで専 ら社 内 向 け に小 規 模 な半導 体 生 産 を行 な っ
て い た企 業 で あ った。 しか し,FCは プ レー ナ法 とい う重 要 特 許 を支 配 し,モ ト
ロー ラやTIと 同様 に トラ ン ジ ス タやICを バ ッチ生 産 で き る新 技 術 を大 規 模
(ss)
に導 入 して急 成 長 した の で あ る。
と ころで,半 導体 産 業 へ の参 入 は 巨額 の資 本 が不 要 な ことか ら比 較 的 に容 易
だ った。 とい うの もy急 速 な技 術革 新 が設 備 の陳 腐 化 を加 速 した ので,多 くの
企 業 は高 価 な 自動 機 械 の導 入 を回避 し,労 働 集 約 的 な生 産 技 術 を選 好 したか ら
で あ る。 もち ろん,こ れ はデバ イ ス寿 命 の短 さに よ って も助 長 され た。 例 え ば
56～58年 に発 売 され た各 種 トラ ン ジス タは過 半 が2年 未 満 の市 場 寿 命 しか 持
たなか った とい う。 とは いえ,技 術 の標 準 化 に伴 って 自動 機 械 が 広 く導 入 され
始 め,規 模 の経 済 を追求 で き る余地 も生 じた。 そ こで,フ ィル コの よ うに積極
的 な 自動 化 を推進 す る企 業 も出現 す る よ うにな った。 同社 は50年 代 に ジ ェ ッ
トエ ッチ ング法 や 表 面 障壁 型 トラ ン ジス タな どを 開 発 し,高 速 自動 トラ ンス
フ ァー ・ライ ンを半 導 体 産業 で初 あて導 入 した。 これ に よ って フ ィル コ は コス
ト削 減 と価 格 引下 げ を実 現 し,高 周 波 ア ロイ型 トラ ンジ ス タ市場 の70%以 上 を
支配 す る こ とが で きたの で あ る。 だ が,メ サ型,拡 散法,プ レー ナ法 な ど の登
場 に よ って,同 社 の技 術 や機 械設 備 は数年 の 内 に陳腐 化 して しま った。 に もか
か わ らず,フ ィル コは陳腐 化 した 自社 の デバ イ スや生 産 技術 に固 執 し,新 技 術
導 入 に躊躇 した ので,没 落 に身 を委 ね ざ るを得 な くな ったの で(37)。
もち ろん,資 本 の利 用 可能 性 もま た新 規 参 入 に大 きな影響 を及 ぼ した。50年
代 末 か ら60年 代初 頭 に な る と,事 業 資金 の調 達 は比 較 的 に容 易 に な った。ベ ン
チ ャーキ ャ ピタル は60～61年(資 本が全 てのタイプのベ ンチャーに利用できた訳で
はない時期)と68～69年(資 本が主 と して半導体産業に向 けられた時期)と78～79
年(資 本が新 しいベ ンチャーよりも成長企業でより容易に利用で きた時期)に 隆 盛 期 を
迎 え,逆 に63～64年,71～72年,74～75年 の3つ の時 期 に は停 滞 期 に陥 った。
っ ま り,70年 代 の参入 減 少 はベ ンチ ャー キ ャ ピ タル の調 達 難 に大 きな原 因 の1
っ が あ ったので あ る。 もち ろん,必 要 資本 額 の増 大 も参 入 減少 の もう1っ の原
(38)
因 で あ った。な お,80年 代 初 頭 に はゲ ー トア レイ とい う新 しい半導体 処理 方 法
(220)
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が発明 され,投 資額の節約 を可能 に したので,新 しい半導体 メーカーの勃興 を
もた らした.と い うの も 準特注の回路がゲ ー トア レイを通 じて汎用チ ップか
ら完全 な特 注チ ップの何分 の1か の価格 で大量 に作 られるよ うにな ったので,
特注 チ ップ製造設備建設費 よりはるか1こ小額 の資本 しか必要 と しな くな ったカエ
らでCog)。
さ らに,高 い離職 率 と労働移動率 とい う半導体業界 の特質 も新規参入 を促 す
重要 な要因 とな った。 とい うの は,そ れによ って新規参入企業 は必要な人材を
容易 に調達す ることがで きたか らである。 しか も新規参入企業 は既存企業か ら
ス ピンオフ した熟練社員達 によ って設立 され る場合が多か った。 この頻繁 な労
働移動 と新規参入 は特 に60年 代か ら70年 代 にか けて シ リコンバ レーで熱狂的
に::一."さ れ た ・ シ リコ ンバ レー の 半 導 体 企 業 は そ の 多 くが 第2図 璽4畜 う に こ こ
に設 置 され たFCの 前社 員 に よ って設 け られ た企 業 で あ ったの で あ る。
そ こで,次 に66年 に半導 体市 場 シ ェアで1位 と2位 を 占め たTIとFCに っ
いて詳 し く見 てお こう。
(3)TIとFC
ユリTエ
1925年 創 立 のTIは51年 に現 在 の社 名 に改称 し,53年 に は株 式 公 開 に踏 み
切 ・チ窒。同社 は石油 ・天然 ガス探査企業 な どか らな る比較 的地味な企業 グルー
プ の親 会 社 で あ った。だが,TIは47年 か ら50年 の朝 鮮 戦争 勃 発 時 にか けて機
上 磁 力 計 や レー ダー シ ステ ムな どの軍 需 生 産契 約 を受 注 し,50年 代 に入 る と電
子 ・電 機 器 具 の 開発 ・製 造,ト ラ ンジス タそ の他 の半 導体 デバ イ スの研 究 開発
及 び製 造 な どに まで業 務 を拡 大 す るに至 った。 同社 は52年 春 にWEか ら トラ
ンジ ス タ製造 の特 許利 用 権 を購入 した後,そ の製 造 ・検査 機 器 の設 計 ・組 立 を
開始 した。52年 末 まで にTIは 研究 室 の実験 用 に トラ ンジス タを製 造 し,若 干
の市 販 も行 な った が,53年 に は点 接 触 型 と接 合 型 の 量 産 を開 始 した。 と は い
え,当 時 は補聴 器 産 業 が トラ ン ジス タの最 大 のユ ーザ ーだ った ので,市 場 が非
(42)
常 に限 られ て い た こ とは否 め な い。
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54年 に は半 導 体 製 品事 業 部 が 設 け られ
,生 産 を一 挙 に10倍 に拡大 す る と共
に,年 末 に は総 収 益 の増 加 に も大 い に寄 与 す るに至 った。 しか もTIは 同事 業
部 に よ って54年 に電 子 産 業 で2つ の世 界 一 の栄 冠 に輝 くこ とが で きた の で あ
る。54年5月,TIは 世 界 で初 め て シ リコ ン トラ ンジ ス タの 商用 生産 を発 表 し
た。 同社 は54年 当時 この デ バ イ スを 商業 ベ ー スで供 給 で き る世 界 で唯 一 の企
業 で あ った・ ま た・ 生 産 方 法 の 改善 に よ って コ ス トを大 幅 に削 減 し洞 年 末 に
は シ リコ ン トラ ンジ ス タ価 格 を25%も 引 き下 げ るこ とが で きた
。 さ らに54年
10月,TIは オ ー ル トラ ンジス タ ・ラ ジオ用 の高 周波 帯 域 ゲ ル マ ニ ウム トラ
ン
ジス タの本 格 的 な生 産 で も世 界 一 とな った
。 同社 の技 術 者 は リー ジェ ンシー社
(イ ンデ ィアナポ リスの ラジオメーカー)に 僅 か4個 の トラ ンジ ス タ しか必 要 と し
ない ラジオの回路設計で も協力 してし!習.55年 にはTIの 高周波繊 ゲルマニ
ウム トラ ンジス タが ラ ジオ市 場 で標 準 とな り
,生 産 が急 増 したた め,30%も の
価 格 引 下 げが断行 され た ので あ る・ こ う して トラ ン ジス タの価 格 が真 空 管 に接
近 した こ と もあ って
(44)体 販 売 高 嚇 年比)は55年 に 賠56年 に3f音 と大 幅 な増加 傾 向 を辿
った。 トラ ンジ ス タの普 及 は急速 に進 み
,例 えば高 級 ポ ー
タ ブル ラ ジオで は56年 に真 空 管 か ら トラ ンジ ス タへ の切 替 え が完 了 した とい
わ れ る。 しか も57年 製 ポー タ ブル ラジオ及 び 自動 車 用 ラジオ の大 部 分 はTI製
トラ ン ジス タを使用 して い たの で あ る
。
む ろん,50年 代 半 ば に は レー ダーや ソナ ー の よ うな軍 用電 子 ・電 機 機 器部 門
もTIの 重 要 な事 業 の1っ で あ った。 だ が,軍 用 電 子機 器 市場 は熾烈 な競 争 の
た め に売 上 高 や利 益 が 伸 び悩 ん だ。TI製 トラ ン ジス タは米 国 初 の人 工 衛 星
エ ッ クス プ ロ ー ラ とそ の打 上 げに使 わ れ た ジ ュ ピ ターCロ ケ ッ トな どに も搭
載 され て いたが,対 政 府売 上 高(軍 用品)は 第8表 の よ うに相 対 的 に は激 減 す る
こと にな ったの で あ る。
海 外戦 略 で は,TIは57年 に ポ ン ド地 域 で半 導 体 デバ イ スを供 給 す る ため に
英 国 の ベ ッ ドフォ ー ドに100%子 会 社 を設 け た。 しか も同工 場 は早 く も58年 に
は黒 字 に転 換 した とい う。 む ろん,こ れ は同社 の海 外 現地 生 産 の 嗜矢 を なす も
ので,そ の後 の グ ロー バ ル な海外 展 開 の開始 を意 味 して い た
。 ベ ッ ドフォ ー ド
C2!fi) 米国の半導体産業27
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(資 料)Ti,AnnualReport,1953～1965よ り 作 成 。
工場 のIC製 造設備 は64年 末 にはモノ リシ ックICを 生産す る欧州で唯一 の半
導体工場 とな った。 こうして同工場 は半導体ICを 欧州 の軍需,宇 宙及 び民生
(45)
用 市 場 へ と浸 透 させ て行 く重 要 な役割 を果 た した ので あ る。
59年3月 に はTIはIC(集 積回路)と い う革 命 的 な デバ イ スを発 表 し,後 の マ
イ ク ロ エ レク トロニ ク ス(ME)革 命 を切 り開 く役割 を果 た す こ とに な った。TI
のIC発 明 は54年 に お け る シ リコ ン トラ ン ジ ス タの商 業 生 産 発 表 が 惹 起 した
と同 じよ うな イ ンパ ク トを引 き起 こ じ鯉.6・ 年 代 に入 って も,TIは 世 界 最 大
の半 導 体 メ ーカ ーで,熾 烈 な価 格 競 争 が続 く半導 体 業 界 で黒字 を維 持 し続 けて
い た数 少 な い企 業 の1っ で あ った。 この競 争 力 の源 泉 は低 コ ス ト高 信 頼 性 を保
証 す る製 造 工 程 の機 械 化 と急 速 な新 しい製 品革 新 にあ った とい われ る。62年 に
は100種 類 以 上 の トラ ンジス タが市場 に投 入 され たが,そ の多 くは防 衛宇 宙 用
途 向 けに設計 され た もの で あ る。 また,62年 末 に はICデ バ イ スが ミニ ッ トマ
ンIIの 誘 導 システ ム用 に納 入 され(62年 第4四 半期に当初生産分 として100万 ドル
以上受注),ミ サ イル の信頼 性 と射 程距 離 を向上 させ た とい う。 む ろん,ミ ニ ッ
トマ ンII搭 載 の デ ジ タルICと リニ アICは 半導 体ICに 対 す る初 めて の発 注 で
(47}
もあったので ある。
こう して半 導体部 品事 業 は再 びTIの 収益 に最大 の寄 与 をす るよ うにな っ
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た。ICは63年 に航 空機 ミサ イ ル,人 工 衛星 用 コ ン ピュー タ及 び地上 支 援 シ ス
テ ムな ど に広 く使 用 され るに至 り,そ の可能 性 を更 に大 き く拡 大 して行 った。
TIのIC部 門 は63年 に利益 が 上 が る水 準 に近 づ き,64年 に はっ い に黒字 に転
(4$)
換 した ので あ る。
2.FC
55年 に トラ ン ジス タの発 明 者 の1人 で あ った シ ョ ック レーが ベ ル研 を辞 め,
現在 の シ リコ ンバ レーに シ ョック レー半 導 体 研 究 所 を設 立 した。 む ろん,そ の
動 向 は業界 の耳 目を大 い に集 め る こ とにな った。 しか し,シ ョック レー は研 究
者 と して は文 句 の な い天 才 だ ったが,管 理 者 や経 営 者 と して の能 力 を欠 い て い
た。 彼 は最 初 の販 売 目標 を1個5セ ン トの トラ ンジ ス タの生 産 に置 いた が
,こ
の価 格 は その後80年 に至 って辛 う じて到 達 し得 た水 準 で あ り,55年 当時 に は
到膿 現の見込のない夢rで あ喫.結 局 かかる醐 的製品の発明を狙っ
た盲 滅 法 なや り方 は ほ とん ど何 の成 果 も生 まなか った。 そ の後2年 間 に同研 究
所 は簡単 な ダイ オ ー ド1つ を除 いて,た った1つ の トラ ンジス タ も発 表 で きな
か ったの で あ る。 しか もシ ョ ック レーは猜疑 心 の強 い性格 で,従 業員 の間 に不
信感 を募 らせ た が,特 に トラ ン ジス タの商 品化 を諦 め る と い う方針 は社 員 の士
(50)
気 を完 全 に沮 喪 させ る こ とに な った。
そ の ため研 究 所 を去 る者 が続 出 したが,57年 初 夏 に はR .ノ イ スやG.ム ー
アな どの いわ ゆ る 「8人 の裏 切 り者 」 が相 次 いで退 社 し,新 しい企 業 を創 設 す
るた めに投 資 家 を探 し始 め た。 彼 らに興 味 を持 ったハ イ ド ・ス トー ン(ニ ュー
ヨークの投資銀行)が ベ ンチ ャーキ ャ ピタル探 しに奔 走 し,苦 心 の末 に23番 目 に
口 を 掛 け た フ ェ ア チ ャ イ ル ド ・カ メ ラ ・ア ン ド ・イ ン ス ツ ル メ ン ト(FCI ,
ニュージャー ジ州)か ら色 よ い返 事 を得 る こ とが で きた
。FCIは2年 後 の全 株 式
買取 権 を条 件 に新 会 社 の設 立 に必 要 な130万 ドル を拠 出 した。 こ う して57年
10月 に フェア チ ャイル ド ・セ ミコ ンダク タ(FG)が パAア ル トに設立 され るに
(51)
至 ったの で あ る。
さて,FCは 当 初 か らシ リコ ン トラ ン ジス タの商 用化 を 目指 し,会 社 設 立後
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約1年 で二 重 拡 散 シ リコ ン トラ ンジス タとい う最 初 の製 品 を発売 した。 これ は
もと もとは ベ ル研 で 開発 され なが ら,拡 散 の仕 方 に問 題 が あ って 商業 化 され て
い なか った デバ イ スで あ った。FCは 新 しい メサ技 術 を使 って メサ ・シ リコ ン
トラ ン ジス タを開発 す るが,早 くも58年1月 に はIBMが コ ン ピュー タの記憶
駆 動 装 置 用 に100個 の注 文 を して きた とい う。 また,軍 用 と して も大 い に注 目
され て 政府 か らの受 注 に成 功 す るな ど,FCは 事 業面 で は好 調 な ス ター トを切
り,58年 末 に は売 上 高50万 ドル,従 業 員100人 の規模 の会社 に まで急 成 長 し
(52)
た ので あ る。
しか し,同 社 は創 業1年 足 らず の うち に大 き な 災 難 に遭 遇 した。ノイ ス や
ム ー ア らが ビ ジネ スの経 験 に乏 しか った ことか ら,FCは 会社 設 立 直後 に ヒ ュー
ズ ・セ ミコ ン ダク タの技術 部 長 だ った エ ド ・ボー ル ドウ ィンを ゼ ネ ラル ・マ ネ
くらヨ　
ジャー と して スカ ウ トして こざ るを得 な か った。 しか る に59年(ム ーアによれば
58年 末)に 突 然 ボ ール ドウ ィ ンが部下 を 引 き連 れ て会社 を辞 ぬ リー ム ・セ ミ
コ ンダ ク タ社 を設 立 す る とい う行為 に 出 た。 しか も彼 はFCを 去 る時 に二重 拡
散 シ リコ ン トラ ンジス タに関す る設 計 書 や 詳細 な技術 資 料 を一 緒 に持 ち 出 して
行 った ので あ る。 もち ろん,FCは 提 訴 した が,裁 判 で は決 着 に至 らず,む しろ
急 速 な技 術 開発 が既存 技 術 を陳腐 化 す る とい う形 で この問題 を解 決 す るこ とに
な った。 っ ま り,リ ー ムが技 術 を盗 み取 ろ うと して持 ち 出 した機密 資 料 を調 べ
て い る間 に,FCの 研 究 所 は リー ムが 捌 ん だ機 密 や そ の他 の半 導 体 技 術 を陳 腐
化 させ て しま うよ うな 開発 を急 速 に進 め た ので あ る。 リー ムは2年 も経 たず し
(54)
て生 産 を継続 で きな くな り身売 りせ ざ るを得 な くな った と いわれ る。
もち ろん,FCの 飛 躍 的 な発 展 はICの 発 明 によ って もた らされ た。 トラ ンジ
ス タ製 造 に お け る最 大 の技 術 的 課 題 は僅 か な チ リや ガ スのか け過 ぎな どで たち
まち性 能 が劣 化 して しま う点 にあ っ た。FCは トラ ンジ ス タの表 面 を酸 化 物 で
覆 うこ とに よ り内部 を汚 染 物 か ら保 護 し劣化 を防 ぐプ レー ナ技 術 を開 発 し,ト
ラ ンジ ス タの信 頼 性 向 上 と量 産 化 を可 能 に した。 ま た,研 究 開発 の責 任 者 で
あ った ノ イ スが 「酸 化 膜 で覆 う ことで汚 染 を防 げ るのな ら,シ リコ ンウエハ ー
上 の トラ ンジス タに細 工 を して接 続 ワ イヤ を付 け る こ と もで き る」筈 だ とい う
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着 想 を 得r1つ の ウ エハ ー に複数 の トラ ン ジ ス タや抵 抗 器 を乗 せ るICを 発 明
(55)
す る こ とにな った ので あ る。
0方 ・TIのJ・ キ ル ビー も58年7月 半 ば に同 じよ うな回路 を思 い付 いた。 キ
ル ビー はゲ ル マ ニ ウム(個 人的にはシ リコンを選 ぼうとした)に 回路 を付 け る こと
に成 功 し,59年2月 に 「小型 電 子 回路 」 とい う名 で特 許 を 申請 したが,ノ イ ス
は59年7月 末 まで プ レー一ナ技 術 を使 ったIC特 許 を 申請 しなか った。 その後 二
人 は60年 代 を通 じてICの 発 明者 の座 をめ ぐって法 廷 で争 う こと にな る。 二 人
の 発 明 の差 は キ ル ビー が 回路 そ の もの の設 計 を考 案 し,ノ イ スが 回 路 を ど う
や って小 さ く作 るか を追 究 した とい う点 にあ る。 もち ろん,特 許 取 得 で 先 ん じ
た の はキ ル ビーだ が,彼 の設 計 に よ るICは 実用 化 され て お らず ,一 方,ノ イ ス
の プ レー ナ ・プ ロセ ス は特 許登 録 で は2番 目だ ったが,そ の後 のME革 命 の基
礎 とな った。結 局,裁 判 所 はICの 発 明者 を キ ル ビー と認 定 す る一 方 で,極 めて
重要 な相互連絡の特許 をノイスに認 め る燗 裁 きを下 じ製.っ ま り,こ の裁定
は今 後,半 導 体 会 社 に よ って 支 払 わ れ る特 許 使 用 料 をTIとFCが 折 半す る こ
とを意 味 したの で あ る(FCは ノイスの特許 によって経営不振の70年 代 にも破産を免
れることにな った)。
米 国 が60年 代 初 頭 に トラ ンジ ス タ時代 に突 入 した頃,FCはTIに 先 立 って
61年 にICを 商 品 化 しビジネ ス と して成 功 させ よ うと した。 だ が,有 望 な需 要
先 と見 られ た コ ン ピュー タ業界 はICの 重 要性 を理 解 しよ う とせ ず,値 段 が割
高 な こ と もあ って売 込 み は困 難 を極 め た。 そ こで,ノ イ ス は苦 しま ぎれ にIC1
個 の価 格 を原 価 の数 分 の1に 当 た る1ド ル に設 定 す る とい う大 英 断 に踏 み切 っ
た が,こ れ が結 果 的 に はIC時 代 を切 り開 くき っか けに な った とい う。 早 速 に
コ ンピュ ー タ メー一カ ーや空軍 が次 々 と発 注 に踏 み切 ったの で,IC事 業 は63年
に は十 分 に利 益 が上 が る ビジネ ス にな った。 もち ろん,TIや モ トロー ラ も相次
いで追 随 したが,FCは そ の後 もほぼ一 貫 して トップを維 持 し,60年 代 半 ば に
は世 界 最 大 の半 導 体 メー カー にな ったの で 認.な お,6。 年 に は本 社 のFCIカ ゴ
「設立2年 後 の全株式買取権」 を履行 したので,FCは 同社 の100%子 会社 と し
て再出発 した。だが,親 会社 とFCと の間で経営方針や人事 を巡 る対 立が起 き,
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退 社 をす る もの が続 出 す るに至 った。 そ の結 果,第2図 の よ うにFCは 盛 ん な
ス ピンオ フを助 長 し,新 しい半導 体 企 業 を シ リコ ン ・バ レー に次 々 と誕 生 させ
る こ とにな ったの で あ る。
皿IC時 代
[1]概 観
モ ノ リシ ックICは58年 にTIに よ って 発 明 さ れ,61年 にTIとFCに よ っ
て商 用 生産 が開始 され た。 とはい え,60年 代 初 頭 まで は受 信 管優 位 時 代 が支 配
し,ト ラ ン ジ ス タ時 代 の到 来 を迎 え た の は よ うや く63年 の こ とだ った(第3
表)。 しか もICへ の一 里 塚 と目 され るシ リコ ン トラ ンジス タが数量 ベ ー スで も
優 位 を 占め るの は,第9表 の如 く単 価 が ゲ ル マ ニ ウム トラ ンジ ス タに接 近 した
66年 の こ とで あ った。 と い うの も,ICは 第10表 の よ うに 当初 はか な り割 高
だ った こと もあ って,ほ とん ど専 ら政 府 調達 用 機 器(特 にコス トより性能が最優先
される ミサイル)に しか使 用 され なか った か らで あ る。 しか し,ICは 性 能,信 頼
性 及 び コス トを トラ ンジ ス タよ りも遙 か に速 い ペ ー スで改善 し,69年 に は生 産
額 で トラ ンジス タを凌駕 し,IC時 代 を 出現 させ た。 特 にMOS・ICは 急 速 な技
術 革 新 に伴 って デー タ処 理 に まで使 わ れ る よ うに な り,多 くの新 規参 入 を促 し
た。70年 前後 に相 次 いで参 入 した イ ンテ ルや モ ス テ ックな どはMOS・ICに 経
(58)
営 資源 を集 中 し,78年 に は業界 の トップ ・グル ー プへ と躍進 したの で あ る。
そ こで,1957～89年 に半 導体 産 業 に新 規 参 入 した208社 にっ いて参 入 時 期 を
調 べ て み る と,参 入 は大 きな技術 変 化 と関連 して3つ の時期 に集 中 して い る こ
とが分 る。第1の 隆 盛 期 は57～64年 で,プ レー ナ技術 の商 用 開発 と連 動 して い
た。第2期 は67～73年 で,イ ンテル,NS,AMDな どの業 界大 手 に まで成 長 す
る企 業 の新規 参 入 も含 まれ て い る。 この時 期 に参 入 した企 業 は コ ンピ ュー タ ・
メ モ リやMPUデ バ イ ス を含 むLSI技 術 に基 づ い た製 品 を 開 発 す る ため に設
立 され た ものが多 い。 また,80年 代 前 半 の第3期 は空 前 の新 規 参 入 が見 られ,
多 くが カ ス タムやASIC(特 定用途IC)デ バ イ ス技術 に特 化 した企 業 で あ った。
な お,こ の空 前 の新規 参 入 は80年 代 初 頭 の 税法 改正 が ベ ンチ ャー ・キ ャ ピタ




ゲ ル マ ニ ウ ム シ リ コ ン 合 計
i
年
数 量 金 額 平均単価
(ドル) 数 量 金 額陣 騨 数 量 金 額 平均単価(ドル)
19fi3 249 171 0.69 51 134 2.65 goo 345 1.02
19fi4 289 163 0.57 118 173 1.46 407 33fi 0.83
1965 334 1ss 0.50 275 237 0.86 ・1: 404 0.66
1966 3fi9 165 0.45 487 312 0.64 856 476 o.5s
1967 270 116 0.43 490 286 0.58 760 403 0.53
1968一 199 81 0.41 684 298 _0.44 883 379 D.43
(資 料)『 電F』1970年3月 号,43頁 。
第10表
ト ラ ン ジ ス タ
ゲ ル マ ニ ウ ム シ リ コ ン 計
1954 3.56 23.95 3.89
1955 .... 2Q.44 3.3fi
1956 2.34 19.94 2.91
1957 1.85 17.81 2.43




1960 1.70 11.27 2.36
1961 1.14 7.48 1.57
1962 1i 4.39 1.21
19fi3 0.69 2.65 1.02
i 1964 0.57 1.4fi 0.83
19fi5 0.50 ・ ・ 0.66
1966 0.45 0.64 0.56
1967 0.43 1 0.53
1968 0.41 0.44 0.43
1969 Q.37 0.37 0.37
1970 0.41 ・ 0.38
X971 0.46 0.33 0.34
米 国 にお ける トラ ンジスタ,夏Cの 平 均単価 推移
(単 位:ド ル)
lC
(資料)『 電 子工業年鑑1973』50頁 。































ル の投 資 を有利 に した ことに よ って大 い に促 され た といわ れ る。
とは いえ,ICの 主要 需 要先 は初期 にお いて は政府 調 達(軍 需 ・宇宙)の みで
あ った。 それ以 外 の需 要 先 は コ ンピュー タを含 む産業 機 器 用 で あ ったが,や が
て電 卓,TV受 像機,時 計,オ モチ ャや ゲ ー ム機 な どの家電 製 品 用 にまで急 速 に
拡 大 して行 った。 そ の結 果,民 生用 と産 業用 が重要 性 を高 め・ コ ン ピュー タ用
も30%を 維 持 して い る中で,軍 用 は実 に50%か ら10%へ とシ ェア を激 減 させ
たの で あ る。
と ころで,米 国 の半 導体 企 業 は専 業 メ ー カー とキ ャプ テ ィブ ・メ ー カー に大
別 され る。TIや モ トロー ラな ど は外販 用 と社 内用 の両 方 を生産 して い たが,イ
ンテ ルやFCは 全 くの専 業 メ ー カ ー一とい って よ い。 ま た,IBMやWEな ど の
キ ャプテ ィブ ・メー カー は社 内 消費 用 の み を生 産 して い る企 業 で,国 内生産 額
の約30%を 占あて いた といわ れ る。一方,大 手 電 子管 メー カ ーは シル バ ニ アや
WHが65年,GEも75年 まで に主要 半 導 体企 業 の地 位 か ら完 全 に脱 落 して し
(60)
ま ったので ある。
米企業 は長 く半導体 の技術革新 と生産 におけ る圧倒的優位 を誇 って きたが,
LSI分 野で は次第 に日本企業 との熾烈 な競争 を展開せざ るを得 な くな った。 少
な くとも72～76年 頃 まで はi世 界 の主要 半導 体 メーカ ーの半分 は米 企業 に
よ って 占め られていた。 とい うの も,日 欧の半導体企業 は米国 のよ うな政府調
達 を欠 き,民 生用及 び産業用需要 しか存在 しなか ったた～b,最 先端の半導体技
術 開発 で はど う して も米企 業 に後 れを取 らざ るを得 なか ったか らで ある。 だ
が,や がて産業 用及 び民生用が半導体需要 の中心 とな るに至 り,日 本企業 が米
(61)
企 業 を急速 に追 い上 げ る ことに な った ので あ る。 次 に,こ の時 期 の米ICメ ー
カ ーが どの よ うな要 因 に促 され て発展 して行 ったか を 見 て お くこ とに しよ う。
[2]発 展 要 因
(1)コ ンピュータ市場
60年 代 後半 に入 る と,米 国 のIC産 業 は第5表 の如 く急成 長 し,電 子 部 品 に
占 め る シ ェア も67年 に受 信管 を超 え,69年 に は トラ ンジ ス タを も凌 駕 す るに
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至 った。60年 代初 頭 まで コ ン ピュ ー タや産 業 用 機器 業 界 はIC使 用 に対 して甚
だ冷 淡 で あ ったが,よ うや くこの 頃か ら需要 を急増 させ始(62)f 。̀ICはSSI(100
ビッ ト以一ド,小 規模集積回路)の 登 場以 降,69年 にMSI(100～1Kビ ット,中 規模集
積回路),70年 代 初 頭 にLSI(lK～64Kビ ッ ト,大 規模集積回路) ,80年 代 初 頭 に
VLSI(64K～1Mビ ッ ト,超LSI)と 急 速 に容 量 を増 大 させ た
。 しか も容 量 が増 大
す るに伴 って,回 路 の性 能 は飛 躍 的 に向上 した。 とい うの も,高 集 積 化 によ っ
て素子 間 の スペ ー スが 小 さ くな り,素 子 間 の信 号 パ ル スの走行 時 間 が短 くな る
ので,回 路 の小 型 化 は高速 化 と同 時 に低 消 費電 力 を可能 にす るか らで あ る
。 つ
ま り,ICメ ー カ ー は年 々歳 々 よ り安 い値段 で よ り大 きな容 量 ,よ り優 れ た性 能
のICを 提 供 す る ことが で きる よ うに な った といえ よ う。 そ の結 果,政 府 需 要
は第4表 の よ うに65年 に は国 内IC売 上 高 の55%を 占 め て い た が,74年 に は
僅 か20%に 低 下 し,一 方,コ ン ピュー タと産 業 用 は44%か ら66%へ と シ ェア
を高 め るに至 った。 む ろん,こ れ は情 報 化 時代 の到 来 を意 味 して い るの だが
,
これ に よ ってIC産 業 は政 府 調 達(軍 需)に よ るバ ック ア ップか ら完 全 に脱 皮
し,膨 大 な民 需 市場 に成 長 の基 盤 を移 す ことがで きた ので あ る。
とこ ろで,60年 代 の コ ン ピュー タ産 業 の発 展 はsた ゆ まぬ速 度 や信 頼 性 の向
上 と小 型 化 や価 格 低下 を実 現 す る持続 的 な能 力 に依 存 して いたが,そ の重 要 な
鍵 を握 って い た の が ま さにIC技 術 で あ った とい って よ い。 真 空 管 の信 頼 性 が
低 か った50年 代 に は,コ ン ピュー タの トラ ン ジス タ化 が 急速 に進 展 した。 だ
が,ト ラ ンジ ス タ化 は信 頼 性 や速 度 を向 上 させ る とい う面 で は 十分 な利 点 を
持 って い たが,組 立 ・部 品接 続 コス トを上 昇 させ る とい う大 きな欠点 を伴 って
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いた。 とは いえ,コ ン ピュー タの新 モデ ル開発 に は 巨額 の コ ス トと4年 以 上 の
開発 期 間 が必 要 と され た の で,ICを 搭 載 す る リス ク を敢 え て 冒 そ うとす る よ
うな企業 は存 在 しな か った。 もち ろん,IBMが64年 に新 しい コ ン ピュー タ主
要 製 品 ライ ン と して 発 表 した シ ステ ム360に もICロ ジ ックは搭 載 さ れ て は い
なか った。 に もか か わ らず,こ の360シ リー ズ は小 型 か ら大型 まで の全機 種 を
単 一 のOS(オ ペ レーションシステム,基 本 ソフ ト)に 基 づ いて操 作 で きる互 換 性 を
持 たせ る とい う革 命 的 な設 計 思想 を含 んで お り,商 業 的 に も大 成 功 を収 め て既
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存 のす べ て の コ ン ピュ ー タを陳腐 化 させ て しま った ので あ る。
そ こで,ラ イ バ ル各 社 は これ に対 抗 す る有 効 な手 段 と してICロ ジ ックに着
目す る こ とにな った。即 ち,60年 代 後半 に はICの 価 格 が劇 的 に低 下 し,複 雑 な
回路 設 計 も可 能 とな った ので,RCA,ユ ニパ ック,バ ー ロ ズな ど各 コ ン ピュー
タメー カ ー は先 を争 ってICを 搭載 し,IBMシ ス テ ム360に 匹敵 す る性能 を も
(ss>
っ と共 に小 型 で高 速 の低 価 格 機 種 を発 売 す るに 至 った。 また,新 興 の デ ジ タ
ル ・イ クイ ップ メ ン ト(DEC)も65年 に大 型机 の大 きさで10万 ドル の価 格 を
割 り,IBM大 型 機 に匹敵 す る性能 を持 っ ミニ コ ンを発 表 した。 この た めIBM
も時 の勢 いに は勝 て ず,全 機 種 のICロ ジ ック化 に踏 み切 らざ るを得 な くな っ
た の で あ る。 しか もTIやFCの 如 きICメ ー カ ー が非 常 な低 価 格 でICロ ジ ッ
クを積極 的 に供 給 した た あ,コ ンピュ ー タ産業 へ の参 入障 壁 を大 幅 に低 め る こ
と にな った。 特 に ミニ コ ン分 野 は70年 代 にか け て熾 烈 な競 争 が展 開 され る高
成長 市 場 に成長 した。 こ う してIC市 場 はよ うや く国 防 ・宇 宙需 要 か ら脱 却 し,
新 しい コ ンピ ュー タ需要 を中心 に発 展 して行 く軌道 に乗 り,更 な る躍 進 を遂 げ
る こ とにな った ので あ る。
② カスタム化への対応
もち ろ ん,ICロ ジ ック は潜 在 的 な コ ン ピ ュー タ市 場 の一 部 を な す にす ぎな
い。デ ジ タル機 器 は デ ー タを操作 す る論 理 回 路(ロ ジック)と 同時 に デー タを蓄
え て置 く記 憶 装 置(メ モ リ)を 必 要 と して い る。 しか し,ICメ モ リは磁 気 コァ ・
メ モ リと比 べ て10分 の1の 大 き さで遙 か に高 速 で あ る とい う長所 を持 っ が,
価 格 が60年 代 を通 じて2～3倍 と割 高 だ った た め にな か なか普 及 しなか った。
そ こで,1971年 に コア ・メ モ リの価格 に 匹敵 す る1KRAMが,ま た73年 に こ
れ を下 回 る4KRAMが 発 売 され る と,メ モ リを 巾心 とす るIC市 場 が急 速 に拡
大 す るに至 った の で あ る。
この2っ の デ ジタルIC(ロ ジック,メ モ リ)に 加 えて,60年 代 末 に は リニ ア(ア
ナログ)ICが 登 場 した。 リニ アICは 伝 統 的 な電 子 回路 機i能(タ イマー,無 線発信
機,可 聴周波増幅器 など)を 果 たす集 積 回路 で,コ ン ピュー タ以外 の広 汎 な電 子装
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置分野 に急速 に応用 されて行 くことにな浬.例 えば ラジ授 信機 のよ うな
伝 統 的 製 品 か ら電 子 医療 器 具 の よ うな新 製 品 に至 る まで の あ らゆ る分 野 にIC
が普 及 して行 った の で あ る。
だ が,そ れ と同時 に60年 代 末 か ら特 定 用途 向 けIC(ASIC)に 対 す る需要 が
急 増 し始 め,設 計 費用 が増 加 し,習 熟 曲線 の利 点 を喪 失 させ る恐 れ が生 じて き
た。 その結 果,ICメ ー カ ー は設 計 や生 産 の コス トを削減 し,低 価 格 を可 能 にす
るだ けの 十分 な規 模 のASIC市 場 が見 込 め るか 否 か とい う深 刻 な 問題 に直面 し
た ので あ る。 だが,こ の問題 は結局,汎 用LSIと システ ム化 の2っ の方 向 で解
決 され る こと にな った。 まず,爆 発 的 な売 行 き とMOS技 術 の 向上 に よ って,
カ ス タム市場 と看倣 されて いた電卓 ,電 子 腕 時計,ICメ モ リがMOS・ICに 対
して大規 模 な 市場 を提 供 した。 とい うの も,電 卓 や電 子腕 時 計 はME革 命 を一
般 消 費者 にまで拡 大 し,あ らゆ る市 場 の中 で も最 大 の 消費 者 市場 を開 拓 す る こ
と に よ って 大 量 生 産 を 可 能 に した か らで あ る。 ま た,イ ンテ ル が 開 発 した
MPUはPROM(プ ログラム可能な読 み出 し専用 メモ リ)を プ ログ ラ ムす る こ とに
よ り各 種 用 途 向 け に特 別 に 仕 様 す る こ とが で き る よ うに した。 こ う してIC
メー カ ー は市 場規 模 が小 さ いた め に コ ス ト高 を招 くとい う悪 循 環 を打 破 し
,広
汎 な新 しい用途 と市場を開拓す ることがで きるよ うにな ったので謂 。
この新 しい市場機会 を利用 して,既 存企業か ら独立 した経営者 や技術者が新
企業 を設立 し陸続 と して市場 に参入 して きた。 む ろん,こ の新規参入 の波 は極
めて競争 的な産業構造 を作 り出す ことにな った。例 えば,65年 に4大 専業 メー
カーが半導体全 出荷額 の69%を 占めていたが,72年 に は53%ま で シェアを低
下 させ,ま た大手8社 の シェアも91%か ら67%へ と低下 してい る。この熾烈を
極めた競争が価格 の低下 と技術進歩 を生 み出す原動力 とな りr米 企業 の競争 力
を支 えて いたので ある。
(3>LSI時 代
この時 期 に お け る電 子 産 業 の発 展 はICの 高集 積 化 ,即 ちLSI技 術 に依存 し
て い た。 特 にMOS技 術 は初 期 のIC市 場 を支 配 して きた バ イ ポ ー ラ技 術 に対
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して コス トと容 量 の面 で技 術 的 な優 位 を持 って い る こ とが次 第 に明 らか とな っ
た。確 か にバ イ ポ ー ラICは 高速 だ が,消 費電 力 が大 き く,量 産 化 や高 集 積 化 に
も難 点 が あ るの に対 して,MOS・ICは 速 度 で は劣 る ものの,低 消 費電 力,高 集
積 化,量 産 性 な どに優 れ て い る とい う特 徴 を有 して い た。 前者 は ス ピー ドを追
求 す る コ ン ピュ ー タ用,後 者 は安 価 で低 消費 電 力 を必 須 とす る電 卓 や時 計 な ど
の貼 用 と して髄 だ ったとい って 鼎 ㍉・ず れにせよ,M・S技 術 は市場 に
新 しい成 長 の機 会 を もた ら した。 例 え ば,66～72年 に新 規参 入 した30社 で は
73年 のIC売 上高 の85%がMOS・ICに よ って 占め られて いた の に対 して ・66
年 以 前 に設 立 され た企 業 で はMOS・ICは35%の み を 占 め るに す ぎ なか った
とい う。 特 に ポケ ッ ト電 卓,デ ジ タル時計,コ ン ピュー タ主 要 記憶 装 置 な どで
は,MOS・ICの 利 用 が急 速 に拡 大 し,そ のた め売 上高 は70年 の4,500万 ドル
か ら75年 の4億2,800万 ドルへ と激増 し,バ イ ポ ー ラデ ジ タルICの 売 上 高 を
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凌駕 す るに至 った の で あ る。
ところで,MOS・ICに 対 す る需要 の急 増 は民 生 用機 器,コ ンピュー タ主 要
記 憶装 置,MPUの3つ の市 場 分 野 か ら生 じた。 まず,民 生 用IC需 要 は電 卓 や
時計 を 中心 に69年 の3,000万 ドル か ら75年 の3億 ドル ま で増 加 し,IC市 場
全体 に 占 め る シ ェア も4%か ら15%強 に まで 高 ま った。 だ が,電 卓 分 野 で の勝
者 は もち ろん 日本 企 業 で あ った。 とい うの も,米 半 導 体 専 業企 業 は垂 直統 合型
の 日本企 業 との競 争 に際 して資 金不 足 な どの脆 弱 性 を抱 えて いた か らで あ る。
しか も,こ の 日本 の勝 利 は川 下 分 野 へ の多 角化 に よ って脆 弱 性 を克 服 しよ う と
して い た米 専業 企 業 の意 欲 を完 全 に消沈 させ る ことに な った。 例 え ば・ 革新 的
な半導 体 メー カ ーで あ るイ ンテル とモ ステ ックは電 子 時 計事 業 に進 出 して失 敗
し,。 ック ウエ ル 旙 蝉 業 か らのr,,1こ 追 い込 ま濃.こ う して米蝶 企 業
は多角化 の試 みを放棄 せざ るを得 なか ったので あ る。 いずれ にせよ70年 代後
半 に 日本企業 が電卓産業 に対 す る支配権 を掌握す る と,電 卓用IC生 産 の主導
権 も日本企業 によって握 られる ことにな った。 それ故 に,も し民生用電子機器
が70年 代半 ばに国際競争 力を喪失 しなか ったな らば,米 企業 はME革 命 にお
ける主導権を決 して失 った りは しなか ったので はないか と思 われ るので ある。
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もち ろ ん,コ ン ピュー タ主 要 記 憶 装 置 へ のMOS・IC利 用 も大 規 模 なIC市
場 を創 出す る ことに な った。MOS・ICメ モ リの売 上 高 は71年 の6 ,000万 ドル
か ら76年 に5億 ドル,79年 に12億9 ,000万 ドル へ と激 増 した。 この躍 進 は イ
ンテル に よ る70年 のlKDRAM開 発 を契 機 と して い た が
,そ の後 の急 成 長
はRAM(随 時に書 き込み読み出 し可能 なメモ リ)の 集 積度 向上 とコ ス ト低 下 の結
果 で あ った。記憶 蓄積 能 力 が70年 の1Kか ら73年 の4K ,76年 の16K,79年
の64Kと 急 速 に高 ま る一 方 で,記 憶 蓄 積 価 格 は ビ ッ ト当 た り約1セ ン トか ら
α05セ ン トへ と劇 的 に低 下 した。 と い うの も,累 積 生産 高 が倍増 す れ ば,総 原
価 は20～30%低 減 す る とい う習熟 曲線 効 果(ム ーアの法則)が 半導 体 産業 に は存
く　
在 して い たか らで あ る。
また,71年 の イ ンテ ル に よ るMPU開 発 は様 々 な製 品 や製 造 技術 に画 期 的 な
ME革 命 を もた ら した。MPUは コ ン ピュ ー タのCPU(中 央処理装置)を ワ ン
チ ップ化 し,プ ロ グ ラ ム に よ って特 定 用 途 に も適 応 可 能 に した汎 用 チ ップで
あ った の で,新 しい無 限 の有 望 な市 場 を創 出 す る ことに な った。 む ろん,市 場
規 模 で はMPUは 周 辺 装 置 や 入 出 力 装 置 よ り も小 さ く,ICメ モ リー一市 場
(RAM,RUM,PROM,EPROM)の 僅 か2分 の1に す ぎなか ったが,そ の出現 は
半導 体 外 販 市場 の 新 た な競 争 の 激 化 と価 格 下 落 を惹 起 した。例 え ば,標 準8
ビッ ト単一 チ ップマ イ コ ン(コ ントロール ・プログラム,ク ロック発振機 入出力機
能,RAM機 能をROMに 組み込んだMPUチ ップ)は80年 に1個8～5ド ル まで下
落 した ため・ 広 汎 な応 用 分野 へ と急速 に普 及 す るに至 った ので あ る。
だ が,初 期 のMPUは コ ン ピュ ー タ 言語(機 械言語)で プ ログ ラム され て いた
ので,ど う して も ソ フ トウ ェ ア ・コ ス トが 高 価 な もの にな らざ るを得 なか っ
た。例 え ば,16ビ ッ ト ・マ イ コ ンで は,ソ フ トウ ェアが80年 まで全 設計 コ ス ト
の50～90%も 占 あて いた。そ こで,ICメ ーカ ー は高 水準 言 語PASCALに 基 づ
く16ビ ッ ト ・マ イ コ ンを供 給 した り,ま た従 来 ソフ トウ ェ アで な され て い た
もの を ハ ー ドウ ェ ア で行 な う こ と に よ り こ の 問 題 に対 応 した。 結 局,こ の
フ ァー ム ウェ ア化 に よ りMPUメ ー カー は新製 品販 売 市場 にお け る最 大 の 問題
を克 服 す る こ とが で きた ので あ る。 ま た,ソ フ トウ ェア開発 の重 視 に伴 って,
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ICメ ー カ ー は電 子 機 器 会 社 との密 接 な 協 力 関係 を築 き,川 下 分 野 へ の 多 角化
を推 進 す るに至 った。 一方,LSI時 代 に入 って チ ップの シ ステ ム化 が進 ん だ の
で,電 子 機器 会 社 も戦 略的 にIC設 計 を重 視 せ ざ るを得 な くな った。 その結 果,
72～79年 に電 子 機 器会 社 は直 接IC生 産 に進 出 した り既 存 のIC専 業 企 業 を買
収 す る こ と に よ り,ICの 設 計 と製 造 を 目指 して川 上 へ の 多 角 化 を図 る こ とに
な った ので あ る。 もち ろん,企 業 買 収 は外 国 企業 が主 役 で,社 内 消費 用IC生 産
(72)
へ の進 出 は国 内大手 ユ ーザ ーが中心 で あ った とい う。
(4)工 場の海外移転
米半導体企業 は国 内市場 の競争が激化す るに伴 って,海 外直接投資 に拍車を
掛 けることにな った。 もちろん,海 外 直接投 資には海外組立工場 と販売拠点 の
2っ の タイプがあ る。 前者 は対米逆輸出や第三国市場向 け輸 出を目的に低廉 な
現地労働力を利用 して米国製部品を組 み 立て るために東南 アジアや ラテ ンアメ
リカに設置 され るケースが多か った。 また,後 者 は主 にECの 高関税 による影
響 を軽 減 し,現 地 ユ ーザーの ニーズに適応 した回路設計 を行 な う目的で主 に
ヨーロ ッパ に設置 されたのであ る。
工場 の海外移転 はIC生 産 の中で最 も労働集約 的な工程 を海外 に移転 し,労
働 コス トの削減 を図 ろ うとい う積極 的な対応 で もあ った。 この戦 略 は60年 代
半 ばに最初 に香港 に組立工場 を開設 したFCを 以て嗜矢 とす る。ICの 生産工程
にはシ リコンウエハ ーに無数 の微細 な素子を作 り込む前工程 と,ウ エハ ーに作
り込 まれたチ ップを切 り離 しリー ドフレームに固定 して配線 を施 しICと して
(73)
完成 させ検査 した上 で出荷 す るまでの後工程 とがあ る。 また,習 熟曲線効果 に
随伴 す る原価低減 を犠牲 にす ることな く両工程 を分離 で き,し か も東南 アジァ
の発展途上国 と米国 との間 には相 当の賃金格差があ ったので,後 工程 を海外 に
移転 させ る経済的誘因が強 く働 いたのであ る。 とい うの も,例 えば東 南ア ジァ
や ラテ ンアメ リカの安 い労働力を利 用すれば,IC製 造 コス トは50%も 引 き下
(74)
げ る ことがで きた といわ れ るか らで あ る。
む ろん,海 外 直接 投 資 の タイ ミング と立地 は米 国 の政策 に よ って も大 き く左
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トラ ン ジ ス タ 93 140 23 32
IC 89 153 160 293
ダイ オ ー ド 22 25 1 6
整流器 10 13
r 1
その他 半導体 8 12 10.10.4
部品 1 1 214
光電素子 5 4 22
i
(資料)『 電 子工業年鑑1976』776頁 。
第12表 各製品の国外付加価値額(単 位:百 万 ドル)
807条 トラ ン ジ ス タ
807条IC
807条 ダ イ オ ー ド
807条 整 流 器
806条30項 トラ ン ジ ス タ
1806条30項IC
L806条30項 ダイオー ド











右 された。例えば,63年 の米国関税条項改正 は米国製部品 の一部 または全部 を
使 って組 み 立て られた輸入製 品に対 して海外付加価値分 のみを課税す ることに
した。 っ まり,国 外 で加工 された後 に再 び米国内 に逆輸入 された半導体製品 は
関税条項806条30項 及 び807条 によ って関税 の一部 が免除 されたのであ る。
関税条項806条30項 は国外へ輸 出 された米国製部 品が輸 出先 で加工 された後
に完成品 と して米国 に逆輸入 された場合 に一部 を免除す るとい う規定であ る。
また807条 は組立用 と して完成 している米国製部品を海外へ輸 出 して組 み立て
た後 に逆輸入 した製品 について関税の一部 を免除す るとい う規定であ る。第11
表 によれば,807条 の下 で逆輸入 された半導体(金 額)は73年 の2.3億 ドルか
ら74年 の3.5億 ドルへ と増加 し,806条30項 の下で逆輸入 された金額 も73年
(202)
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第13表 半導体の各国別組立額(単 位1百 万 ドル)
1973年 1974年
(806条30項 が適用 され るIC組 立)
マ レー シ ア
シ ンガ ポ ー ル
韓 国



























































































(資料)『 電子 工業年鑑1976』776頁 。
の1.9億 ドルか ら74年 の3.4億 ドルへ と増 大 して い る。また,国 外 で の付 加 価
値 は第12表 の よ うに米 国 内で 生産 され た部 品 の金 額 を上 回 って いた。 例 え ば,
ICは807条 下 で は73%,806条30項 下 で も53%,ト ラ ンジス タ も807条 下 で
は56%,806条30項 下 で も43%と 付加 価 値 の過 半 を国外 に依存 して い る。 次
に各 国 別 に見 る と,74年 で は第13表 の よ うに806条30項 に よ るIC組 立 額 が
大 き いの はマ レー シア,シ ンガ ポー ル,メ キ シ コな どで あ り・807条 に よ るIC
組 立 は香港 が最 大 で,以 下 シ ンガ ポ ール,台 湾,マ レー シア の順 とな って い る。
特 に マ レー シ ア は伸 び率 が最 大 で,IC供 給 基 地 と して の今 日の地 位 を築 く基
盤 を整 え っっ あ った といえ よ う。
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第14表 米ICメ ー カー の海 外組 立工 場
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いず れにせ よ,米 企業 は第14表 の よ うに両関税条項 によ る関税軽減措置 に
促 されて工場 の海外移転 に拍車 を掛 ける一方で,同 様 の優遇措置 を受 け られぬ
外国製品 に対 して コス ト競争力を強 め ることにな ったのであ る
。 これに加えて
メキ シコ,台 湾,シ ンガポール,マ レーシア,韓 国 な どの政府 は67年 に各種租
税優遇措置 を実施 して海外 か らの直接投資 を促進 しよ うとした。 むろん,米 企
業の海外工場移転 は現地 の低廉 な労働力利用 が主要 な動機 であ り,後 者 は二義
的な意味 しか持 たなか った といって よい。
これ に対 して ヨーロッパでの販売拠点設置 は市場開拓が主 目的であ
った。 そ
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の背景 として,規 模 の大 きな ヨーロ ッパ市場 の魅力zECの 高関税障壁 米企業
に対 す る英仏政府 の現地化要求,シ ステム化 に伴 うユーザーとのチ ップ設計協
力 の必要性 な どの要因が強 く働 いて いたのであ る。米ICメ ーカーの対 欧直接
投資 は70年 代前半 に増加 し,米 企業 は74年 に はEC内 に46ヵ 所以上 の販売拠 点
を設置 し,そ の うち少 な くとも18ヵ 所で は生産活動 も行 な っていたい う。 これ
らを通 じて米企 業 はヨーロ ッパで も強力 な地盤 を築 くことがで きたのであ る。
もちろん,同 様 の要 因 は対 日投資 に も働 いていたが,78年 以前 では強力 な特
許 を所有 す るTIの みが100%出 資製造子 会社 を設立 す る許 可を 日本政府 か ら
得て いたにす ぎない。 そ こで,他 の米企業 はIC輸 入 に対 す る12%従 価関税 を
回避す るために,東 南ア ジァの発展途上国 にお ける海外組立工場 を対 日輸 出の
基地 として利用す る戦略 を執 った。 というのは,発 展途上国 に立地す る子会社
か らの対 日輸 出 は免税 とされたか らで あ る。だが,回 路素子200個 以 上 のIC
は75年 まで許可制 とな って いたので,米 企業 は技術 や生産 にお ける優位 を テ
コに 日本市場 で強力 な地位 を築 くことがで きなか った。 しか も76年 の 自由化
によって,先 端ICに 対す る輸入割当制度 が廃止 され る一方で,発 展途上国 の
米子会社 か らの輸入が対米輸入 と して取 り扱 われ ることにな ったため,東 南ア
ジァの組立工場 か らの対 日輸 出は著 しく不利 な状況 とな った。 そ こで・結局・
米企業 は参入 が困難 な 日本市場 に対 して は対 日技術特許供与 を通 じて収益 を得
くアら　
る戦略 に転換 したのであ る。
以上 の よ うに米ICメ ーカーは国内で前工程 を実施 す ることによ り規模 の経
済 と習熟 曲線効果 を享受 す る一方で,ラ テ ンアメ リカや東南 アジアに後工程を
移転す ることによ り労働 コス トを削減 す ることがで きたのである。む ろん,こ
れ は対 日競争 が激化す る以前 には,非 常 に賢明で経済的 に も合理的 な生産体制
で あった とい ってよい。 だが,物 事 はすべて諸刃 の剣 のよ うに両面 があ る。皮
肉な ことに この一見合理的 と見 られ た生産体制 その ものが逆 に80年 代初頭 に
は日本 との競争,IC生 産 の技術的変化,市 場の ニーズなどに対 す る米企業 の対
応 力を脆弱化 させ ることにな ったのであ る。工場 の海外移転 はIC生 産工程全
体 を統合化 し,自 動化す る実験 を試 み る機会を奪 い去 って しまった。 しか も80
44商 経 論 叢 第31巻 第 五号 {199)
年代 に組 立や検査 の コス トが大幅 に上昇 し,生 産 コス トが工場段階での節約 に
よって左右 され るよ うにな った時,米 企業 はそれを うま く活用す る機会 を持 っ
(7s)
こ とが で き な か っ た の で あ る。
IV米 国 のICメ ー カ ー
1976119771197$119791198U
米 系 企 業617]666867
欧 州 系 企 業i48998
日 本 企 業2521252324
そ の 他0.20.30.20.20.2
[1]IC時 代 の企 業 動 向
まず,IC時 代 にお け る米 半導 体 業 界 の動 向か ら概 観 してお こ う。70年 代 後
半 の世 界IC市 場 に お け る シ ェアを見 る と,第15表 の よ うに米 系 企 業 が3分 の
2を 占め,特 に77年 に は71%に 達 した。 欧 州 系企 業 は14%か ら8～9%の 水
準 へ と後 退 して お り,IC,就 中LSI時 代 に入 って か らの地 位 低 下 が顕 著 で あ
る。一 方,日 本企 業 は僅 か な増 減 の波 はあ る もの の,24%前 後 で比 較 的安 定 し
てお り,80年 代 の如 く米企 業 に対 して猛 烈 に肉迫 す る とい った よ うな迫 力 に は
欠 けて い た よ うで あ る(早 くも81年 には日本企業は32%を 占め,米 系企業 は61%に
(77)
低 下)。 そ こで,世 界 のICメ ー カ ー売 上 高 ラ ンキ ン グを 見 る と,78年 に はTI ,
モ トロ ー ラ,NS,イ ン テ ル,NEC,日 立 ,FC,シ グ ネ テ ィ ッ ク ス,東 芝,フ ィ
リ ッ プ ス の 順 で,米 企 業 は上 位4社 を 独 占 し,10位 以 内 に も6社 が 入 っ て い
た 。80年 に はTI,モ トロ ー ラ,NS,イ ンテ ル,NEC,日 立,FC ,シ グ ネ テ ィ ッ
ク,富 士 通,東 芝 の 順 で,米 企 業 の地 位 は全 くの 不 動 とい っ て よ い が f残 りの
4社 を 日本 企 業 が 占 め,日 米 の 企 業 で 上 位10社 を 独 占 して い る。82年 に な る
と,TI,モ トロ ー ラ,NEC,日 立,NS,イ ンテ ル,富 士 通 ,FC,シ グ ネ テ ィ ッ
ク の 順 と な り,米 企 業6社 と 日本
第15表 世界 のIC市 場 シ ェア(単 位:%)企 業4社 が 上 位10社 を 独 占 して い
る点 で は不 変 だ っ た が,日 本 企 業
が 揃 っ て 上 位 へ 進 出 し,米 企 業 の
上 位 独 占 体 制 を 崩 壊 さ せ た。 っ ま
り,日 米 逆 転 の 過 程 が 既 に 始 ま っ
(資料)識畿 欝 鴇謹 羅 稀灘 ていたので蹴
頁より作成。 次 に,世 界 の地 域 別IC消 費動 向
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をみ る と,第16表 の よ うに北米 が77年 の42%か ら80年 の48%へ と シェア を
増大 させ て い るの に対 して,欧 州 は26%か ら24%,日 本 も26%か ら23%へ と
減 少 させ て い る。 っ ま り,北 米(米 国)は 各 種 機器 に組 み込 む た め に世 界IC生
産 の半 分 を消 費 す るに至 り,世 界 のIC応 用 電 子 機 器 工 場 と して の地 位 を更 に
強 固 に した とい って よい。また,欧 州 はIC消 費 で は24%前 後 を 占あ な が ら,生
産 で は8～9%に す ぎな い が,こ の ギ ャ ップは現地 生 産 を含 む米 系企 業 の生 産
が埋 めて い た ので あ る。
さ らに,品 種 別 の世 界IC消 費 は第17表 の よ う にMOSが78年 の28%か ら
80年 の50%へ と シ ェア を 増 加 させ,支 配 的 なICデ バ イ ス と な った。 これ と
ち ょ うど逆 の趨 勢 を辿 った のが バ イ ポ ー ラデ ジ タルで,50%か ら25%へ と大 幅
に シ ェアを低 下 させ て い る。 リニ ア は73年 の22%か ら78年 の28%,80年 の
25%と やや増 加 傾 向 を示 して い る。む ろん,こ れ は第18表 の如 くバ イ ポ ー ラデ
ジ タル とMOSで は用途 の過 半 が情 報 シス テ ム(コ ンピュータ)に よ って 占め ら
れ る な ど応 用面 で か な り類 似 して い た ため で あ る。 一 方,リ ニ ア は民 生 用機 器
が最 大 の 用途 とな ってお り,技 術革 新 の ス ピー ドで他 を圧 す るMOSの 台 頭 に
さ ほ ど影 響 を受 け なか った ので あ る。 これ ら3つ の 市場 に お け る米 企 業 の シ ェ
ア は第19表 の よ うにMOSで77年 の78%か ら80年 の68%ヘ リニ ア で も
55%か ら50%へ と低 下 して い るが,バ イ ポ ー ラデ ジ タ ル で は逆 に74%か ら
81%へ と上 昇 してい る。 とい うの も,米 企業 は コ ン ピュー タ用 と して高 速 性 に
優 れ た バ イ ポー ラデ ジタルの生 産 と競 争 力 を維 持 す る ことに執 着 した ので,後
発 の外 国 企 業 が獅 子 の分 け前 に与 る余地 はあ ま り存 在 しな か ったの で あ る。 そ
の た あ 日本 企 業 は高性能 で米企 業 が圧倒 的 な優位 を誇 るバ イ ポー ラデ ジ タル事
業 を敬 遠 し,新 しい タイ プで製 造 しや す いMOS・ICを 量 産 の対 象 と して選択
した。 何 故 な らば,MOSは バ イ ポ ー ラに比 べ て速 度 な どの性能 面 で はや や劣
る もの の,コ ス トダ ウ ン効 果 が大 き く量 産 向 きで消 費電 力 も少 な い こ とか ら民
(79)
生 用電 子 機 器 に最 適 なICで あ ったか らで あ る。 と もあれ,70年 代 末 にか けて
MOSの 重 要 性 が む しろ高 ま って行 く中 で,世 界 のMOS市 場 にお け る米 企 業
の シ ェ アが低 下 した こ とはIC王 国 ア メ リカ に と って 不 吉 な前 兆 と もい うべ き
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(資料)『 電子 工業年鑑1979』820頁,r電 子 工業年鑑`:i』850頁 ,『 電
F工 業年鑑1981』700頁,『 電 子工業年鑑1982』675頁 よ り作成。
第17衰 世 界 のIC品 種 別 消 費(単 位1%)
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(資 料)『 電 子 二〔業 年 鑑1977』649頁,『 電 子 工 業 年 鑑
1980』850頁,『 電 子工業年鑑1982676頁 。
第18表 米 国 に お け るICの 用 途(単 位:%)
用 途
バ イ ポ ー ラデ ジ タ ル MOS
1 リ ニ
1971年 1972年 1971年 1972年 1971
民 生 機 器
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(資料)『 電子工業年鑑1974』861頁,『 電子 工業年鑑1975』832頁 。
第19表 米半 導体 企業 の品種別 世界
シェア(単 位=%)
リ ニ




(資料)『 電 子工業年鑑1982』679頁 。

























第20表 米半導体企業のIC出 荷 と出荷先 (単 位:%)



















































































海外市場計 29 32 31 33i32
匿
34 34 33
(資料)『 電 子工業年鑑1979』822頁,『 電 チ工業年鑑1980』852頁,『 電 子工業年鑑1981』701頁,
『電子工業年鑑1982』679頁 よ り作成。
もの で あ り,80年 代 にお け る 日米 逆転 の濫膓 を そ こに見 る こ とが で きる とい っ
て もよい。
次 に,米 国 内 の動 向 に 目を向 けて み よ う。 米 企 業 の品種 別IC出 荷 額 の シ ェ
ァを見 る と,第20表 の如 くや は り世 界 的 な趨 勢 と同様 にバ イ ポ ー ラデ ジ タル
が73年 の49%か ら31%へ と大 き く低 下 す る一 方 で,MOSが31%か ら52%へ
と完 全 に彼 我 の位 置 を交 替 させ て い る。 出荷 先 別 で は,米 国 内 向 けが3分 の2
強 を 占め て比較 的安 定 して い た。 そ こで,企 業別 のIC売 上 高 の推 移 を一 瞥 し
て お くと,72年 に はTI(シ ェア21%),FC(13%),モ トロー ラ(12%)・NS
(10%),AMI(5%)の1順 で 大 きか ったが,そ の後70年 代 を通 じてTIが 第21表
の よ うに首 位 を堅 持 す る中 で,FCの 後 退 とNS及 び イ ンテル の躍 進 が際 立 っ
て し1弩。ま た,米 企 業 の品種 別 市 場 シ ェアを見 る と,リ ニ アIC市 場 で は,第22
表 の よ うにFCが や や後 退 して い るの を 除 け ば,急 成 長 して い るTIやNSを
含 め他 の4社 は シェ アを高 め て い る。 もち ろん,米 国 にお いて は・ リニ アICは
日本 ほ ど重 視 され て はい なか ったが,日 本 の民 生 用電 子 機 器 向 けに輸 出 が増 加
した の に加 え,70年 頃 か らは産業 用 電 子機 器 向 けの需 要 が増 大 したた め,大 手
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第21表 米半導体企業のIC亮 上高推移(単 位=100万 ドル)
企 業 1974 19?5 197fi 1977 1978 1979 1980
TI 374 300 421 514 679 952 1,305
NS 174 lfi8 220 262 370 550 770
モ ト ロ ー ラ 1s8 124 172 227 239 goo 720
イ ンテ ル 115 111 147 200 Sao 440 575
FC 212 144 204 226 253 353 460
シ グ ネ テ ィ ッ ク ス 121 82 125 175 214 265 384
AMD 2S 32 55 82 1321 205 282
RCA


















10社 計 1,385 1,107 1,527 1,937 2,614
1
3・74全L5・203
(資料)『 電 子工業年鑑1980』852頁,「 電子]二業年鑑1982』678頁 より作成。
(注)ハ イ ブ リッ ドICを 除 く。
第22表 米企 業 の リニアIC市 場 にお ける シ ェア
(単 位=%)
企 業 名 1968 1971 1972 1973 1974 197
NS 14 17 18 19 20 21
モ ト ロ ー ラ 14 17 17 17 19 19
FC 16 14 13 14 14 14
RCA 9 9 10 10 10 10
TI 5 8 10 10 to 11
その他 42 35 32 30 27 25
(資 料)『 電F工 業 年 鑑1973』838頁,『 電 子1:年 鑑
1975』835頁 より作成。74～75年 は推計。
企 業 が 陸続 と参 入 した ので あ る。一 方,60年 代 初 期 に事実 上 リニ ア 市場 を独 占
して いたFCは 企 業 体 質 の問題(技 術者 の半数が退職)も あ って シェ アを低 下 さ
せ,70年 代 に入 って も低迷 し続 けた。モ トロー ラは社 内 に民 生 用機 器 部 門 を抱
え て い る強 み か ら,ま たNSは 元FCの 設 計技 術 者 チ ー一ムを擁 して い る利点 か
{81)
ら リニ アICで シ ェ ア を 高 あ て い る。
バ イ ポ ー ラ デ ジ タルICで は
,第23表 の よ う に首 位 のTIが シ ェ ア を68年 の
22%か ら75年 の28%へ と更 に 高 め,NSも4%か ら14%へ と3 .5倍 に 増 加 させ
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第23表 米 企業 の バ イ ポ ー ラデ ジ タルIC市 場 に お け
る シェア(単 位:%)
企 業 名 1968 1971 1972 1973
　
1974 1975
TI 22 26 26 2fi 27 28
モ ト ロ ー ラ 17 18 15 13 12 12
FC 20 14 18119 18 19
NS 4 7 9
【11
12 14
イ ンテ ル 2 3 314
シ グネ テ ィ ック ス 4 7




(資 料)『 電 子 工 業年 鑑1973』838頁,『 電 子 工 業年 鑑1975』835
頁 よ り作成。74～75年 は推 計。
第24表 米企 業 のMOS・IC市 場 にお ける シ ェア
(単位 二%)
企 業 名 1968 1971 1972 1973 1974
[
1975
TI 8 10 19 20 20 18
モ ト ロ ー ラ 4 5 5 4
FC 4 4 5 5
NS 3 8 7 7 8 9
イ ンテ ル 9 9 xo to
AMI 30 25 17 15 13 12
NARMEC 25 23 16 13 11 9
モ ス テ ッ ク 10 13 13 11
ゼ ネ ラ ル ・イ ン ス ツ ル メ ン ト 26 8
その他 8 26 14 14 15122
(資 料)『 電 子 工 業 年 鑑1973』838頁,『 電 子 工 業 年 鑑1975』836頁 よ り作 成 。
74～75年 は 推 計 。AMIは ア メ リ カ ン ・マ イ ク ロ シ ス テ ム ズ,NARMEC
は ノ ー ス ア メ リカ ン ・マ イ ク ロ エ レ ク トロ ニ ク ス を 指 す 。
た の に 対 して,モ トロ ー ラ は大 き く後 退 しyFCも 低 迷 して い た 。TTL(Tran-
sistorTransistorLogic)が69年 にDTL(Diode-TransistorLogic)を 凌 駕 し,バ
イ ポ ー ラ デ ジ タル の 中 心 と な っ た こ とか ら,TIはTTLを 世 界 標 準 に ま で 成 長
させ る こ と に よ り覇 を 唱 え,一 方,DTLに 依 存 して い た モ トロ ー ラ は ジ リ貧 を
(82)
余 儀 な くされ た ので あ る。
MOS・ICで は,TIが 第24表 の如 く72年 に首 位 を奪 って以 降 そ の地位 を固
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第25表 米国 におけるLSIの 推定売上高
1967 1968 1969 197a 1971 1972 1973 1974
LSI全 体 の売 上 高(100万 ドル) 2 12 30 75 142 235 299 380
MOS製 品
売 上高(100万 ドル) 2 12 30 75 140 225 275 350
特注品比率(%) loo 80 70 62 so 55 50～60 50^-60
標準品比率(%) 0 24 30 38 40 45 40～50 40～50
1バ イポー ラ製品
… 売上 高(100万 ドル)
{ 一
} } 2 10 15 30







一 0 0 0 20
i
(資料)「 電 チ工業年鑑1971～72』731頁 。輸 出分 を含 む。1971～72年 は推定 ,1973～74年 は予測
と思 われる。
あ,NSも68～75年 に シェ アを3倍 に増 加 させ て5位 に躍 進 して い る
。MOS・
ICは 目覚 ま しい技 術革 新 と高 成 長 の た め に多 くの新 規 参 入 企 業 を生 み 出 し
,
シェ アの分散 化 を招 いた。 例 え ば,68年 に はAMI,ゼ ネ ラル イ ンス ッル メ ン
ト,NARMECの3社 が81%の シェ アを押 さえ て いた が,72年 に は上 位9社 で
86%を 占 め る ま で に 集 中 度 が 低 下 し た。 特 に 電 卓 用ICで 名 を 馳 せ た
NARMECやAMIの 凋 落 と,イ ンテ ル や モ ス テ ック の 台 頭 は構 さ摺
。
NARMECは 日本 の電 卓 メ ーカ ー1社 に売上 の80～90%を ,ま たAMIも 日本
の電 卓 メ ー一カ ー2社 へ の販 売 に依 存 して いの で}71年 に米 国 製ICを 使 用 した
電 卓 に トラブルが続 発 し,パ ニ ックに陥 った 日本 の電 卓 メ ーカ ーが調 達 先 を相
次 い で 日本 製ICに 切 り替 え た た あ,両 社 は大 きな打 撃 を被 った もの と思 わ れ
(84)
る。一 方,イ ンテ ル は シ リコ ン ・ゲ ー トの製 造 プ ロセ スを確立 し,70年 に は業
界2位 の高 い歩 留 り率 を実 現 して市 場 の プ ライ ス ・リー ダー とな り,ま た モ ス
テ ックは イ オ ン注 入技 術 の開 発 によ り技 術 的優 位 に立 っ こと によ り,そ れ ぞ れ
急 速 に台頭 す る ことに な ったの で あ る。 さ らに,NSは 大量 生 産 を重視 して標
準 品 の リー ダ ー とな り,TIも 軍 需 や 欧 州 市 場 で他 の メー カ ーを圧 す る大 きな
市場 を持 ち,優 れた設計 陣 とも相侯 って競争 力を強 めたのでお智。
と こ ろ で,MOS・LSIの 生 産 は67年 の200万 ドル(モ ノ リシ ックIC売 上額 の
0.9%)か ら70年 に は7,500万 ドル(同16%)ま で 増 加 した。67年 に は第25表
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の よ うに特 注 品 が100%だ った が,70年 に は62%に まで減 少 し,標 準 品 が38%
を 占め るに至 った。 つ ま り,LSIの 登場 は標 準 品 の比 率 を急 速 に高 め る ことに
な ったの で あ る。 む ろん,こ の標 準 品 比 率 の向 上 は コス トを低 下 させ,価 格低
下 を可 能 に した。 ま た,MOS・ICは70年 代 半 ば で もPチ ャ ンネ ル が 主流 で
あ ったが,72年 頃 か らNチ ャ ンネ ル が実 用化 さ れて徐 々 に シェ アを 拡大 し,
さ らに時 計 用 を 中心 に伸 びて きたGMOSも 自動車 用 エ アバ ッグs電 卓,メ モ
リな ど に ま で 利 用 さ れ る よ う に な っ た。PMOSは70年 に はMOS・ICの
97%を 占め て いた が(C-MOSが3%),72年 に は86%に 低下 して い る(N-MOS
は7%)。 なお,通 産 省 の超 高速 電 子 計算 機 研究 プ ロ ジ ェク トでMOSメ モ リを
担 当 す る こ とに な ったNECは,当 時 メ モ リの トップ メ ー カ ーだ った イ ンテ ル
のPチ ャ ンネルで はな く,多 大 な技 術 的困 難 を伴 うが演 算 速 度 が速 く高 集積 化
が図 りやす いNチ ャ ンネル を選 択 した。NECは72年 にN-MOSIKメ モ リ,
次 いで74年 に同4Kメ モ リを発 表 し,特 に後 者 は世 界 最 高 水 準 との折 り紙 を
付 け られ,日 米 両 市場 で ベ ス トセ ラー とな るな ど,80年 代 に世界 最 大 の半 導 体
(86)
メ ー カー とな る地 盤 を 固 あ るの に役 立 った ので あ る。次 に,ICと 並 ん で エ レク
トロニ ク ス分 野 で20世 紀 最 大 の発 明 とい わ れ るMPUを 誕 生 させ,そ れ を基
盤 に92年 に は世 界 最 大 の半 導体 メ ー カ ー と して頂 点 を極 め,今 日に至 って い
るイ ンテル を取 り上 げ る ことに しよ う。
[2]イ ンテ ルの台 頭
親 会 社FCIの 人 事 を め ぐ る ごた ごた や 会 社運 営 に対 す る不満 な どか ら,68
年7月 に ノ イ ス と ム ー ア はFCを 辞 め,再 び新 しい会 社 を起 こす こ と に な っ
た。 彼 らはFC株 を売 って 得 た各25万 ドル を 出資 し,不 足 分 は60年 代 に急成
長 を遂 げ たベ ンチ ャーキ ャ ピ タルか ら忽 ち250万 ドルを か き集 め る こ とが で き
た。 こ う して イ ンテ ル社 は68年7月 にFCか らほ ど近 い マ ウ ンテ ン ビュー に
設 立 され るに至 ったの で あ る。 同社 は当初 か ら最 大 の潜在 成 長 力 を持 って いた
メモ リ事業 分 野 に焦 点 を絞 って いた。 とは いえ,メ モ リは コ ン ピュー タ用 記憶
部 品 と して有 望 視 され な が ら,磁 気 部 品 と比 べ て200～300倍 とい う高 コス ト
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が禍 して 実用 化 に は至 らな か った。だ が,イ ンテ ル は会 社設 立1年 後 の69年8
月 に64ビ ッ ト ・バ イ ポ ー ラメ モ リ,ま た翌 月 に は256ビ ッ トSRAM(記 憶保持
動作 が不要 な随時書 き込 み読 み出 しメモ リ)の 発 売 に漕 ぎ着 け た。 前 者 は コ ン
ピュ ー タの補 助記 憶 部 品 と して最初 か ら好 評 を得 たが ,ラ イバ ル企 業 の コ ピー
製 品 の 氾 濫 に よ り優 位 が2～3年 で 失 わ れ た。後 者 も補 助 記憶 部 品 と して は成
功 とい って よいが,磁 気 製 品 に代 替 す る ほ どの魅 力 はな か った とし1響。
そ こで,イ ンテ ル は70年 に磁 気製 品 に十分 対 抗 で き る高密 度 メ モ リと して
世界初 のDRAM(記 憶保持動作が必要な随時書 き込み読み出 しメモ リ)製 品 「1103」
を発 売 す る ことに な る。 当初 は低 調 な売 行 きだ ったが,1年 も経 っ と大手 メー
カ ーか ら大 量 の注 文 が 殺 到 した。 このDRAM事 業 の成 功 で イ ンテ ル は創 業6
年 目の74年 に売上高1億 ドルを達成 し,そ の後 も急成長 を続 けたので お署。
しか もイ ンテル は やが てMPUの 発 明 に よ って メ モ リの売 上収 入 にあ ま り依
存 しな いで 済 む よ うに な った。 そ の き っか け は69年 春 に ビジ コ ン とい う日本
の電 卓 メ ー カ ーが13種 類 の 半導 体 の 生産 を依 頼 して きた こと に あ った。 イ ン
テル は未 だ3種 類 の半導 体 を生 産 す るのみ で,13種 類 の生 産 は と うて い不 可 能
だ った。 そ の時 に同社 の テ ッ ド ・ホ フが計 算 ,キ ー ボー ド制 御,プ リンター制
御 な ど必 要 な各 機 能 ご とに専 用 半 潭 体ICを 使 う ビジ コ ンの設 計 仕 様 に対 す る
代替 案 と して,「1つ の チ ップに複 数 の命 令 コー ドを組 み込 ん だIC」 を提 案 し
た こ とに よ り,69年10月 に 世界 初 のMPU「4004」 が誕 生 す る こ とに な った の
で あ る(公 式発表 は71年11月,ビ ジコンへの納入開始は71年1月)。 も っ と も,イ ン
テ ル は当初MPUを 電 卓専 用 の半導 体 と過小 評 価 し,69年 末 に開 発 費負 担 と引
き換 え に 「4004」 の独 占販 売 権 を ビジコ ンに与 え る とい う過 ち を犯 して しま っ
た。だ が,運 よ くイ ンテル は71年5月 に業 績 の悪化 した ビジ コ ンか らMPU価
格 の引下 げ と交 換 に 「4004」 の販 売 権 を取 り戻 す こ とが で きた。 そ の後,同 社
は73年4月 に8ビ ッ トMPU「8008」 を発 表 し,73年8月 に は これ に小規 模 な
設 計手 直 しを施 してMPU「8080」 を完成 させ た ので(89)。
こ う して イ ンテル は70年 代 に メ モ リとMPUと い う2種 類 の製 品 を基 盤 に
急 成 長 を遂 げ,79年 に は売 上 高7億 ドル の大 企 業 へ と発展 した。む ろん,そ の
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原動 力 はDRAMやEPROM(紫 外線消去再書 き込み可能 な読み出 し専用メモ リ)な
どの メ モ リにあ った。 また,MPUは 当初 は市場 が 限 られ て い たが,74年 発 売
のMPU「8080」 や そ の直 系 の子 孫 と もい うべ き 「8086」 や 「8088」 が やが て 自
動 車 用 エ ン ジ ン,テ レ ビゲ ー ム,デ ジ タル時計,ICBM,家 電 製 品,パ ソコ ンな
どに次 々 と3=さ れ る に至 った の で 認.だ が,そ の坊 で7・ 年 代 纈 まで に
モ トロ_ラ が急速 に シェ アを伸 ば して イ ンテル を激 し く追 い 上 げて い た。 これ
に危 機 感 を抱 い た イ ンテ ル は79年 以 降,積 極 的 なMPUの 販売 活 動 を展 開 し,
既 にDRAMを 納 入 して い たIBMへ の売 込 み を図 った。 ち ょ う ど ビジ ネ ス用
パ ソコ ンの事 業 化 を検 討 中で あ ったIBMは 自社 生 産 や モ トロー ラか らの調 達
な どの選 択肢 の中 か ら,結 局 は イ ンテ ル にMPUを 発 注 す る こと に決 めた。 イ
ンテ ル は この契約 を足掛 りと して世 界 の パ ソ コ ン用MPUの 標 準 規 格 と して の
地 位 を確 保 し,92年 に は世 界最 大 の半 導体 メー カ ーへ と飛躍 す るこ とに な った
(91)
の で あ る。
さて,イ ンテ ル は 日本 企 業 が16Kビ ッ トDRAMの 輸 出 を開 始 した77～78
年 頃 か らそ の存在 に注 目す るよ うに な った とい う。 当時 イ ンテ ル はモ ステ ック
と並 ん でDRAMの トップ企 業 だ った が,81年 に は深 刻 な供 給 能 力 不足 か ら特
に メ モ リで はDRAMとEPROMの 生 産 を 同 時 に維 持 す る こ とが で きな か っ
た ので,利 益 率 の高 い後 者 の生 産 の み を維 持 しよ うと した。 この間隙 を縫 って
日本 製DRAMが 米 国 市場 にな だれ込 んで きた。 日本 製 品 の質 は米 国 製 品 よ り
も優 れ て お り,し か も起 死 回生 を図 った イ ンテ ルの64Kビ ッ トDRAM開 発 は
技 術 不 足 の た め に失 敗 に帰 した。83～84年 の半導 体 好 況期 に は 日本 企 業 の攻 勢
も大 きな問題 とはな らなか ったが,84年 後半 以 降 の半 導 体不 況 期 に は米 企 業 の
業 績 悪 化 を し り 目 に,日 本 企 業 が 猛 烈 な値 下 げ 攻 勢 を 掛 け る と 同 時 に,
EPROM事 業 に まで 参 入 して きた。 イ ンテ ル は85年 に6ヵ 所 の工 場 閉 鎖 と
8,000人 の従 業員 削 減 を実 施 し,86年 に は創 業 以来 初 の2億 ドル もの赤字 を計
{g2}
上 せ ざ るを得 な か った ので あ る。
その た め イ ンテル は最 初 に製 品化 を行 な い,か つ 未 だ 中核 的事 業 で もあ った
DRAMか らの撤 退 を決 断 せ ざ るを 得 な か った。83～84年 の好 況 期 にDRAM
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が最 大 の半導 体製 品 に成 長 した こ とか ら,社 内 に はDRAM市 場 に執着 す る声
も強 か ったが,普 及 期 に入 ったパ ソ コ ンか らの需要 に対 してMPU事 業 を強化
す る こ とが焦 眉 の急 と され た。85年 にDRAMを 捨 ててMPUに 全 力 を傾 注 し
た戦 略 は技 術 変 化 の動 向(IC市 場 におけるMPUの 比重増大)に も合 致 して大 成功
を 収 め る こ と に な っ た。 む ろ ん,MPU事 業 の 発 展 は81年 のIBMの 参 入 を
切 っ掛 け とす るパ ソ コ ンの普 及 と密 着 して いた。イ ンテル製MPU「8088」 を搭
載 したIBM-PCの 登 場 に よ って パ ソ コ ンは趣 味 の製 品 か ら本 格 的 な ビ ジネ ス
用 機 器 に変 った。IBMは 忽 ち ア ップル を追 い抜 いて 業界 トップ に躍 り出 た
。 し
か もABMが シ ス テ ム の 仕 様 を公 開 した た め,多 くの 企 業 が これ に基 づ い て
IBM互 換機 の生 産 に参 入 し,イ ンテル製MPUを 購 入 す る とい う幸運 に も恵 ま
れ た。と は いえ,82年 発売 のMPU「286」 の 時代 に はIBMや イ ンテル の優位 は
決 して定 着 して お らず ・ イ ンテル の圧 倒 的 な優位 が確 立 され た の は85年 に発
表 した32ビ ッ トMPU「386」 の時代 に な って か らの ことで 溶智 。
む す び
80年 代 に世界半導体 市場 で米企業が シェアを58%か ら37%へ 低下 させ る一
方で,日 本企業 は26%か ら49%ま で上昇 させた。 日本 は80年 代半 ばに米国を
凌駕 して世界最大の半導体生産国 とな り,国 際的優位を確 、乞した。 だが,日 米
の競争 が激化 した時期 は半 導体 の製 品や製造技術 にお け る大 きな変革 期 と重
なっていた。 しか も日本企業が コ ンピュータ用 メモ リでは大 きな シェアを獲得
したが,米 企業 は他 の多 くの高収益分野 では依然 と して優位 を維持 していた
。
また,80年 代初頭 に日本企業が急速 に シェアを高 めたのは,米 企業 が経 営資源
をMPUや 設計集約 的な製品類 に集中 した結果であ った ともいえるのである
。
周知の よ うに 日本の競争優位 は特 にDRAMに お いて発揮 された。 とい うの
も,日 本 企業 は量 産効 果 の追 求 を身上 と して い たの で,最 初 か ら量 産型 の
DRAMに 目標 を絞 って開発努力を傾注 したか らであ る(90年 のDRAMの 世界売
上高は66億 ドルで,IC総 売上高の約16%を 占めていた)。しか もDRAMは 半導体産
業 にお ける基本製造技術 の牽 引車 と して市場規模以上 の重要性 を持 ってし鍵 。
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だが,近 年 に至 ってDRAMと 先端 ロジ ック(例 えばMPU)の 製造技術 はギ ャッ
プが急速 に縮小 しつっあ るといわれて いる。加 えて,DRAMが 製造技術 の改善
や生産 の 自動化 を牽引 して きた一方 で,ゲ ー トア レーや設計集約的製品 は回路
設計,検 査,材 料 の流 れ管理,容 器への格納及 び構造模擬実験 のよ うな基本製
造技術 の進歩 と密接 に関連 して きた と考え られ るのである。
DRAMは 最初 の1KDRAMが70年 にイ ンテルか ら発売 されて以降 一連
の高集積 デバイス(75年4K,77年1fiK,80年64K,83年256K,86年IM)が 発表
されて きた。 その中で 日本企業 は70年 代 半ば まで主要製造技術分野 で米企業
に後 れを取 り,米 国市場 ではほとん ど問題 に もされなか った。だが,70年 代末
にな ると,米 半導体企業 も日本の脅威 を徐 々に感 じ始 めた。日本企業 のDRAM
事業 への参入 は米企業 か ら生産許 可を得 た16KDRAMを 米国製 の製造設備 を
購入 して生産 しは じめた70年 代後半 にす ぎなか った。だが・日本企業 は米企業
が旺盛 な内需 に対 す る供給 不足 に陥 った間隙を縫 って米国市場 に橋頭塗 を築 く
ことに成功 した。米企業 は74～75年 の半導体不況期 に設備投 資を徹底的 に削
減 したので,77～78年 に需要が回復す ると深刻 な供給能力の不足 に直面 した。
米国 の大 口需要者 は頻繁 な納入遅延を嫌 って供給先 を日本 に変更 したので,日
本企業 が70年 代末 までに米国16KDRAM市 場 の40%以 上を 占有す るに至 っ
(95)
た ので あ る。
と もか く,米 国市 場 の掌 握 に よ って 日本企 業 はDRAM量 産 に伴 う規 模 の経
済 や 習 熟 曲線 効 果 を実 現 した。 しか も 日本企 業 は70年 代 末 の短 期 間 の うち に
同 じ回路 設 計(モ ステックか らのライセ ンス)に 基 づ きなが ら も米 企 業 よ り も高 い
歩 留 り率 を達 成 す る こ とが で きた。 米 半 導体 専 業 企業 は 日本企 業 の対 米 進 出を
招 い た70年 代 末 の事 態 に対 す る反 省 か ら生 産 設 備 の増 強 に 奔 走 し,16Kで
失 った シ ェアを64Kや256Kで 奪 回 しよ うと したの で あ る。 だ が,日 本企 業 は
64K以 降 のDRAM製 品 を独 自技 術 で 開発 して優 位 を確立 した ので,米 企 業 の
DRAM製 品 に対 す る支 配 は完 全 に崩 壊 す る こ とに な った。DRAM需 要 は80
年代 初 頭 に急増 す るが,85～87年 に は64KDRAMの 平 均 価格 が84年 の4ド
ル か ら85年 の1ド ル に下 落 す る ほ どの深 刻 な不 況 に陥 った。 この た め膨 大 な
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営業損失 に直面 した米 半導体企 業 は85年 にTIと マイ クロ ン ・テクノ ロジー
のみを残 してDRAM市 場 か ら相次 いで撤退 したので ある
。 一方,日 本企業 は
83年 に米国を凌駕 して世界最大 の メモ リ王国 とな り(80年 代末には世界DRAM
市場の70%以 上を占有),そ の余勢を駆 って86～92年 まで世界半導体 市場で も世
界一 として君臨 したので{96)。
しか しなが ら,こ の 日米逆転 は必 ず しも日本半導体産業 の企業 や経営が特別
に優れていた ことを意 味す るものではない。半導体産業 にお ける優勝劣敗 は必
ず しも企業 や経営の優劣 によって決 まるのではな く,む しろ人事を超越 した技
術革新 や市場動向の大 きな転換 と連動 していたのである。 それゆえ,っ い数年
前 まで半導体 王国 日本 に敵 な しとまで豪語 す る声 があ って実 に喧 しい限 りで
あ ったのに,青 菜 に塩 の よ うな昨今 の 自信喪失 に陥 った 日本企業 を 目撃 す る
とfこ れが 自信 に満 ち颯 爽 と して いた80年 代 の 日本企業 と同 じものなのだ ろ
うか と思 わざるを得 ない。 してみる と,日 本企業が 世界 の半導体産業 に86～92
年 まで君臨 したのは,自 らの弛 まぬ努力 とその成果 に負 うところ大 と しなけれ
ばな らな いが,内 外 の市場動向 や技術変化 とい う風が 日本企業 に対 して80年
代 は順風 に,90年 代 は逆風 に吹 き,ま た同 じ時期 の米企業 に対 してはち ょうど
正反対 の方向 に吹 いたとい う側面があ るので はないのか。
DRAMは 比較的 キ ャッチア ップが容易 で,70～80年 代 には成長率 や市場規
模 が最 大 だ ったので,模 倣 と洗練化 を得意 とす る 日本企業 が国内民生用 需要
(特にVTR)の 増大 などの側面支援 を受 けなが らTメ モ リ市場で米企業 を追 い詰
あて行 った。 しか し,こ れ は何 も日本 のお家芸 とい う訳 ではな く
,後 発国 に共
通 の特徴だ ったか らa90年 代 に入 って攻守所 を変え,今 や 日本企業が有効 な手
立 て もな く韓国企業 に急速 に追 い詰あ られよ うと しているのである。
これ に対 して80年 代 に猛烈 な追 い上 げに遭 った時,イ ンテル は泣 いて馬護
を斬 るよ うな実 に苦汁 に満 ちた大英断 を下 した。 イ ンテルは自 らが初 めて発明
し80年 代 には最大 のIC市 場 とな ったDRAMか ら撤退 し,小 規模 な市場 なが
らパ ソコ ンの普及 に伴 って大 きな将来性 を期待で きるMPUに 経営資源 のほ と
ん どを投入す る戦略 を執 ったのであ る。 マイ コン(Mpu)市 場が メモ リ市場 を
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追 い抜 いて最大の市場 にな りつつあ るとい う今 日の状況 をどれだけ正確 に見通
していたか は分 らないが,結 果 と して は大成功 であ った といえる。 またMPU
は製造技術 よ りも設計技術が重視 され,し か もその設計思想 に基づ くOSや 応
用 ソフ トがユーザ ーの間 に蓄積 されて行 くので,イ ンテルがMPUを 事業 の中
核 に据 えた ことは,80年 代半 ば以降 の知 的所有権保護 の国策 と相侯 って自社技
術 を内外 企業 の模倣 か ら守 り,長 期 にわた る優位 の維持 を可能 にす る ことに
な ったのであ る。 さ らに,米 企業が イ ンテルに類似 した戦略 を執 って後発 メー
カーの模倣か ら自社技術 を防衛 しつつ ある中で,日 本企業 は米国 の 「技術防衛
策」 のみな らず,韓 国 など東南 ア ジァ途上国のキ ャッチア ップに対 して も未だ
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の72%を 占 め た とい う(Angel,op.C2t.,pp.33-34)。
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質 に問 題 が あ り,価 格 競 争 に っ い て 行 け な か った た め ,腕 時 計 の生 産 開 始 か ら僅 か3




(73)佐 々 木 隆 雄 「IC産 業 の 日米 競 争 と 日本 企 業 の 対 米 投 資 」 佐 々木 隆 雄 ・絵 所 秀 紀
編 『日本 電 子産 業 の海 外 進 出 』 法 政 大 学 出 版 局,1987年,第3章 ,87-88頁 。
(74)Borrus,op.c甑,p・88.例 え ば,1973年 のMOS・ICの 製 造 コ ス トは シ ンガ ポ ー
ル で組 み 立 て られ れ ば,デ バ イ ス当 た り1 .45ド ル で あ った が,米 国 で 組 み 立 て られ
る と3.00ド ル で あ っ た とい う(∬bid .,p.88)。
(75)Ibid.,pp.89-90.
(76)CohenandZysman,op.cit.PP・96-99.工 場 海 外 移 転 と 自動 化 を 巡 る 日米 の 対 応
の相 違 に つ い て は同 書 を 参 照 の こ と。 唐 津 一 『空 洞 化 す る ア メ リカ産 業 へ の 直 言 』
PHP研 究 所,ss-74頁 。F.Warshofsky ,TheChipW¢r,X9$9.青 木 榮 一 訳 『チ ッ プ
ウ ォ ー』 経 済 界,1991年,112-114頁 。
(77)石 坂 誠 一 ・杉 山 孝 二 前 掲 書,30頁
(78)同 上 書,26頁 。




『電 子 工業 年 鑑1975』834頁 。
『電 子 工業 年 鑑1971-72』725-729頁 。








『電 子 工 業 年 鑑1975』835頁 。
前 掲 拙 稿,133頁,『 電 子 工 業 年 鑑1971-72』729頁 。
『電 子 工業 年 鑑1971-72』729-730頁 。
前 掲 拙 稿sl34頁,『 電 子工 業 年 鑑1975』833頁 。
ム ー ア 「私 の 履 歴 書 」 『日本 経 済 新 聞 』1995年2月16日 号
,マ ロ ー ン前 掲 邦 訳
198-199頁 。
0180) 米国の半導体産業63
(88)ム ー ア 「私 の履 歴 書 」 『日本 経 済 新 聞 』1995年2月17日 号 。
(89)ム ー ア 「私 の 履 歴 書 」 『日本 経 済 新 聞 』1995年2月18日 号rマ ロー ン前 掲 邦 訳
書202-204頁.E.M.R・getsand3.K.Larsen,Silic・nValleyFever,pp・103-111.
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に成 長 し,イ ンテ ル も優 位 を 確 立 させ た が,IBMは 互 換 機 メ ー カ ー に よ る シ ェ ア蚕
食 に直 面 して没 落 す る と い う皮 肉 な結 果 を招 い た(「 私 の 履 歴 書 」 『日本 経 済 新 聞 』
1995年2月25日 号)。
(94)C.V.Prestowitz,TradingPlaces,1988.國 弘 正 雄 訳 『口米 逆 転 』 ダ イ ヤ モ ン ド
社,1988年,60頁 。 製 造 公 差 の 改 善,回 路 の高 集 積 化 及 び そ の他 の 製 造 技 術 の 進 歩
は ま ずDRAM製 品 に お い て 実 現 さ れ,然 る後 に 他 のIC製 品 に 普 及 して 行 く。
DRAMは 反 復 的 な 回 路 設 計 と長 い生 産 期 間 と い う特 徴 を持 っ の で,製 造 技 術,製 造
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(95)Ibid.,p.70.
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64商 経 論 叢 第31巻 第1号
0179)
専 業 メー一カ ーで選 択 肢 の なか ったマ イ ク ロ ン ・テ クノロ ジー とDRAM生 産 の中核
部 隊 をE体 に移 して いたTIの み で あ った とい う(ム ーア 「私 の履歴書 」『日本経済新
聞』1995年2月22日 号)。
